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ヘパリンナトリウム  
カ、カナダ、  
オーストラリ  中国、アメリ   ア  

有効成分  

イダノア保健当局は最近、イタリア北東部のRavenna地方  
における166例のテクングニヤ熟症例（内27例は確定例）  
を報告した。検査の結果、同地方の蚊が感染を媒介して  
いることが明らかとなった。ヨーロッパにおいて蚊によるテ  
クングニヤウイルス伝播は今回が初めてである。同地方  
への旅行者は蚊に刺されないように準備し、また、テクン  
グニヤ熟の症状に注意を払うべきである。  

CDC／Travelcr’s  

Hea仙2007年9月  

11日  

ウロキナーゼ  
テラジグ三軍ラ イルス感染  

ヒト尿  
中国   持田製薬   

ウロキナー ゼ  

H5Nlインフルエンザウイルスに感染した男性1名および  

妊婦1名とその胎児の剖検組織を調べた。肺のⅡ聖上皮  
細胞、気管の上皮細胞、リンパ節のT細胞、脳の神経細  
胞及び胎盤のホフパウエル細胞と細胞栄養序でウイルス  
遺伝子配列と抗原が検出され、腸粘膜ではウイルス遺伝  
子配列のみが検出された。胎児では肺、末梢単核細胞、  
肝マクロファージに遺伝子配列と抗原が検出された。本  
ウイルスは肺だけでなく気管に感染し、脳を含む他の巻  
官に拡がり、また胎盤を通過し、母親から胎児にも伝播し  
うる。  

PMCA（ProteinmisfoLdingcyclicampliRcatjon）法を用いて  
Sc237感染ハムスターにおけるPrPSGの尿中排泄及び血  
中レベルの時間経過試験を行ったところ、疾患末期に高  
率のPrPSG排泄を認めた。経口投与後、PrPSGは全ての  
パフイーコート検体中に存在し、症状出現期のハムスター  
の血しよう検体の大部分に存在した。尿中には経口投与  
後数日間はPrPScが排泄されたが、それ以降末期まで検  
出されなかった。TSE感染動物の尿中でPrPSGが生化学  
的に検出された初めての報告である。  

鳥インフルエン ザ  LanGet2007：370：  
1137－1145  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

JGenViro12007；  

88：2890－2898  

敗血症を発症した糾歳男性の血液より、嫌気性のグラム  

陽性球菌～短梓菌が培養された占RNA塩基配列を決定  
し、ActinobaculunlShaaliiと同定した。同定後、  
SBT／ABPCの投与を行い、患者は軽快退院した。日本で  
初めてのAshaalii感染報告症例と思われる。血液培養で  
菌種不明の嫌気性グラム陽性菌が検出された場合、同  
菌である可能性がある。   

第56回日本感染症  
学会東日本地方総  
会 第54回日本化  
学療法学会東日本  
支部総会合同学会  
2007年10月26－27  
日  

細菌感染  
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中国で鼻周囲の肉芽腫病変を呈した36歳男性の  第51回白木医真菌  
学会総会 2007年  
11月9－10日   

織から分離された薗が、形態学と分子生物学的検査で  
Conidiobo（uscoronatusと同定された。Itraconazoleを12ケ  
月間用い、完全に治癒した。患者は同真菌による  
Entomophthoromycosisであった。中国で初めての報告例  
である。  

中国衛生省は2008年1月10日、中国南京市で鳥インフル  
エンザ（H5Nl型）に感染して死亡した息子から、父親への  
感染を確認したと発表した。中国で人から人への感染が  
確認されたのは初めてである。ウイルスが新型に変異す  
ると大流行する恐れがあるが、遺伝子の変異はないとし  
ている。  

∂Sahi．com 2008年1 月10日  蔦才ジカ［三ジ  

ザ  

ヒト尿  中国  

ウロキナー ゼ  

イダノア保健当局は最近、イタリア北東部のRavenna地方  
における166例のテクングニヤ熟症例（内27例は確定例）  
を報告した。検査の結果、同地方の蚊が感染を媒介して  
いることが明らかとなった。ヨーロッパにおいて故によるテ  
クングニヤウイルス伝播は今回が初めてである。同地方  
への旅行者は故に刺されないように準備し、また、テクン  
グニヤ熟の症状に注意を払うべきである。  

CDC／Traveler’s  

Hea仙2007年9月 11日  テクジグ三亨ラ イルス感染  

日本  表面識∵‾  
人血清アル  
ブミン   

ヒト血液  

製造工程  

AFP2007年9月13 日  
ペルー保健局は、公立病院で輸血を受けた患者4名が6ケ  
月内にHⅣに感染したことを受け、国内の240の血液′くン  
クを精査した。44歳女性がHⅣに汚染された血液を輸血さ  
れたことが報じられた後、当局は、その他に11ケ月の幼児  
を含む少なくとも3名がHIVに感染したと発表した。更に、  
社会安全透析センターに行った患者30名がC型肝炎lこ感  
染したことを発表した。HⅣおよぴC型肝炎問題はペルー  
保健サービスの汚点である。   

川∨感染、C型  

肝炎  
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H5Nlインフルエンザウイルスに感染した男性1名および  
妊婦1名とその胎児の剖検組織を調べた。肺のⅡ聖上皮  
細胞、気管の上皮細胞、リンパ節のT細胞、脳の神経細  
胞及び胎盤のホフパウエル細胞と細胞栄養序でウイルス  
遺伝子配列と抗原が検出され、膿粘膜ではウイルス遺伝  
子配列のみが検出された。胎児では肺、末梢単核細胞、  
肝マクロファージに遺伝子配列と抗原が検出された。本  
ウイルスは肺だけでなく気管に感染し、脳を含む他の審  
官に拡がり、また胎盤を通過し、母親から胎児にも伝播し  
うる。  

鳥インフルエン ザ  
bn（：et2007；370：  

1137－1145  

PMCA（Proteinrnisf01dingcyclicampLification）法を用いて  
SG237感染ハムスターにおけるP帝S¢の尿中排泄及び血  
中レベルの時間経過試験を行ったところ、疾患末期に高  
率のPrPSc排泄を認めた。経口投与後、PrPScは全ての  
パフイーコート検体中に存在し、症状出現期のハムスター  
の血しよう検体の大部分に存在した。尿中には経口投与  
後数日間はPrPScが排泄されたが、それ以降末期まで検  
出されなかった。TSE感染動物の尿中でPrPScが生化学  
的に検出された初めての報告である。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

JGenViro12007；  

88：2890－2898  

細菌感染  第56回日本感染症  
学会東日本地方総  
会 第54回日本化  
学療法学会東日本  
支部総会合同学会  
2007年10月26－27  
年  

敵瓦盲を宮窟〔貰繭羨嘗啓ゐ石窟よりこ‾藤気疎ゐゲラ工‾  

陽性球菌一短梓菌が培養された。RNA塩基配列を決定  
し、Ac七nobacu山mshaalijと同定した。同定後、  
SBT／ABPCの投与を行い、患者は軽快退院した。日本で  
初めてのAshaalii感染報告症例と思われる。血液培養で  
菌種不明の嫌気性グラム陽性菌が検出された場合、同  
菌である可能性がある。  

感染  
‾  

軒i面盲盲雇真菌  
学会総会 2007年  
11月9－10日  

‾  
串国号豪商函ゐ菌葬儀萌葱盲皇亡石蕗議官許ゐ竜蔭訂  
織から分離された菌が、形態学と分子生物学的検査で  
ConidioboLuscoronatusと同定された。Itraconazoleを12ケ  
月間用い、完全に治癒した。患者は同文菌による  
Entomophthoromycosisであった。中国で初めての報告例  
である。  

asahi．com 2008年1 月10日  
中匡衛生省は2008年1月10日、中国南京市で鳥インフル  

エンザ（H5Nl型）に感染して死亡した息子から、父親への  
感染を確認したと発表した。中国で人から人への感染が  
確認されたのは初めてである。ウイルスが新型に変異す  
ると大流行する恐れがあるが、遺伝子の変異はないとし  
ている。   

葛才ジヲJ茄 ザ  
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トブレイクしたテク  2005－2006年にレユニオン諸島でアウ  PLoS Pathogens 
2007；3：1895－1906  

乾燥濃縮人活性化  化学及血  
清療法研  
究所   

ロティンC  
ングニヤウイルス（CHI灯）感染は、エンベロープ蛋白辻伝  
子の変異株（E卜A226V）が関係していた。この変異の、  
ネッタイシマカおよぴヒトスジシマカにおけるCHIKV適合性  
に対する影響を調べた。その結果、CHIKVのヒトスジシマ  
カに対する感染性が有意に増加し、哺乳マウスへの伝播  
がより効率的になることが明らかとなった。通常のベク  
ターであるネッタイシマカがいない同地域でCHlVKが大  

流行したのはこの変異が原因と考えられる。  

イルス感染  

CDCとウガンダ保健省は、2007年8月から始まったウガン  
ダ西部に位置するBundibugyb地区におけるエボラ出血熱  

のアウトブレイクを報告した。2008年1月3日までに148人  
が羅患し、37人が死亡した。患者検休の遺伝子解析によ  
り、既知の4つのエボラウイルス株と異なる、新たなウイル  
ス株である可能性が示唆された。確定には更なる研究が  
必要である。  

CDC2008年1月8日  
エボラ出血  

2007年12月に江蘇省南京で発生した52歳男性の鳥イン  
フルエンザ感染患者は、患者であった息子との濃厚な接  
触により感染したものであり、ウイルスの変異は認められ  
ていない。しかし、息子と父親はいずれも死亡した家禽と  
の接触がないため、息子の感染源は明らかになっていな  
い。息子は11月24日に発症し、12月2日に死亡し、父親は  
12月3日に発症したが回復した。ヒト用トリインフルエンザ  

ワクチンは臨床試験PhaseIlの段階にある。  

鳥インフルエン ザ  ChinaView，  
www．chinaview，Cn  

2008－01－10  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ○性脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。   

了汚フi葡脈葡萄‾ 膜炎  

10，1056／NEJMoaO7  NEnglJMed2008； 358  3785  

日本  
亨弓天顔葡…   マウス由来  

モノクローナ  
ル抗休  

乾燥濃縮人血液凝固第IX医l子  
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沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  

ヲタ藤蘭‾叩‾▼  カナダ、イタ  

リア、米国  
沈降精製百日せきジフテリー  

合ワクチン  

沈降精製百日せきワクチン  

至誠云＝乏扇蒔だじ三≡芽う葡宮モテラFヲじ：行［子；テラ‾  

ングニヤウイルス（CHIKV）感染は、エンベロープ蛋白遺伝  
子の変異株（【卜A226V）が関係していた。この変異の、  
ネッタイシマカおよぴヒトスジシマカにおけるC川KV適合性  
に対する影響を調べた。その結果、C川KVのヒトスジシマ  
カに対する感染性が有意に増加し、哺乳マウスヘの伝播  
がより効率的になることが明らかとなった。通常のベク  
ターであるネッタイシマカがいない同地域でC川VKが大  
流行したのはこの変異が原因と考えられる。  

アポセルロ  
ブラスミン  テクジグ三軍ラ イルス感染  

PLoS Pathogens 
2007：3：1895－1906  合ワクチン  

沈降精製百日せきワクチン  

CDCとウガンダ保健省は、2007年8月から始まったウガン  
ダ西部に位置するBundibugyo地区におけるエボラ出血熱  
のアウトブレイクを報告した。2008年1月3日までに148人  
が羅患し、37人が死亡した。患者検体の遺伝子解析によ  
り、既知の4つのエボラウイルス株と異なる、新たなウイル  
ス株である可能性が示唆された。確定には更なる研究が  
必要である。  

CDC2008年1月8日  
エボラ出血  

亘扇ラ育子言再だ江森音義衰亨裏革［箆滋窟勇髄石島才ジ‾‾  

フルエンザ感染患者は、患者であった息子との濃厚な接  
触により感染したものであり、ウイルスの変異は認められ  
ていない。しかし、息子と父親はいずれも死亡した家禽と  
の接触がないため、息子の感染源は明らかになっていな  
い。息子は11月24日に発症し、12月2日に死亡し、父親は  
12月3日に発症したが回復した。ヒト用トリインフルエンザ  

ワクチンは臨床吉武験PhaseIIの段階にある。  

蔦才ジ万［王ジ ザ  ChinaView．  

www．chinaview．cn  

2008－0卜10  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6過後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを公平な迅速シークエンシングで解析  
することにより、リンハ1生脈絡髄膜炎に関係する新規のア  
レナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシピ  
エントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルスが  
検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認され  
た。この方法は病原体発見の強力な手段である。   

リンハ憺脈絡髄  
膜炎  

10．1056／NEJMoaO7  N EnglJMed2008： 358  3785  
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2007年4月初旬よ  第56回日本感染症  
学会東日本地方会  
総会、第54回日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日  

ウシの心臓  ハートエキス  百 日せきジフテリア破傷風混  沈降精製   
怠感、39度合の発熱、悪寒が出現し、腰背部痛が出現し  
徐々に激しくなったため4月10日に受診した。5月18日に  
入院し、血液培養から連鎖球菌が検出され、肺塞栓、脊  
椎炎を合併した感染性心内膜炎と診断された。ペニシリ  
ンとゲンタマイシン併用投与により軽快した。同菌は  
streptcoGCUSSuis2と同定され、牛の飼育から感染したと  
思われた。  

合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
破傷風トキソイド  

■■－－－■■－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－－－－－■■■■‾ 動物における腸管出血性大腸菌の保有状況を調査した。  

平成18年6月から19年2月に愛媛県内の屠殺場に搬入さ  
れたウシ143頭、動物愛護センターに収容されたイヌ了1  
頸、ネコ67頸の直腸便を検査した結果、ウシでは82頸  
（57．3％）からヒト腸管出血性大腸菌（EHEC）が137妹分離さ  
れ、0157や026など9種類の血清型が含まれていた。イヌ  
とネコからはEHECは検出されなかった。  

日本公衆衛生雑誌  
第66回日本公衆衛  
生学会総会 2007  
年10月24－26日  

大腸菌性胃腸 炎  

■■■l■■■■■－－●一－■■－－－一一一－－一一－－－－－－－－－－－－－－■■■■■－－－－■－■＝■－－－－－－－－一■－■－■－－■■l■■■ 80010に同じ  

第56回日本感染症  

学会東日本地方会  
総会、第54回日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日  

レンサ球菌感 染  
カザミノ醸  

合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
ジフテリアトキソイド  

一一■■■■■－■■■■■■－●－－－－－－－一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一■一■■■■■■■■■■■■■■■ 80010に同じ  日本公衆衛生雑誌 第66回日本公衆衛  

生学会総会 2007  
年10月24－26日  

大腸菌性胃腸  
炎  

■■■－■■－■一■■■－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一●■－●■■■■－■■■－■■■一●■ 80010に同じ  第56回日本感染症  
学会東日本地方会  
総会、第54回日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日   

日本公衆衛生雑誌  
第66回日本公衆衛  
生学会総会 2007  
年10月24－26日  

中国又は ポーランド  レンサ球菌感 染  
ポリペプトン  

百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
コレラワクチン  

一■■■■■■－－●■■－－－－－－－－t－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－■●■■■－■一 80010に同じ   大腸菌性胃腸 炎  
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沈降精製百日せきジフテリ  スキムミルク  ウシの乳  某56回日本感染症  
学会東日本地方会  
総会、第54回日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日  

80010に同じ  
合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
百日せきワクチン  
ジフテリアトキソイド  
破傷風トキソイド  
コレラワクチン  

天繭硬膏廟‾ 炎   
百奉蚕素面宣撫訂  
第66回日本公衆衛  
生学会総会 2007  

年10月24－26日  

80010に同じ  

日本脳炎ワクチン  
ラクトアルブ ミン水解物  

第56回日本感染症  
学会東日本地方会  
総会、第54回日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日  

日本公衆衛生雑誌  
第66回日本公衆衛  
生学会総会 2007  
年10月24－26日  

80010に同じ  

レンサ球菌感 染  乾燥日本脳炎ワクチン  

大腸菌性胃腸  
炎   

80010に同じ  

ウシ血清  ウシの血液  製造中止  
‾  

膏諒面古寺感凛頑  
学会東日本地方会  

総会、第54回日本  

化学療法学会東日  

本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  

27日   

盲育苗豪商喜藤  
罵66回日本公衆衛  
生学会総会 2007  

年10月24－26日  

80010に同じ  

レンサ球菌感 染  

80010に同じ   大腸菌性胃腸  
炎  
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第56回日本感染症  
学会東日本地方会  
総会、第54回日本  

化学療法学会東日  
本支部総会合同学  
会 2007年10月26－  
27日   

盲青石泰衡室藤  
第66回日本公衆衛  
生学会総会 2007  
年10月24－26日  

ウシ胎児の血 液  
日本脳炎ワクチン  80010に同じ  

80010に同じ  大腸菌性胃腸  
炎  

2006年5月にインドネシアのスマトラ北部でおよぴ2005年  
12月にトルコ東部の家族で観察されたトリインフルエンザ  
H5Nlの集団が、ヒトヒ卜伝播によるか否かを統計的方法  
を用いて調べた。スマトラの例ではヒトヒ卜伝碍の統計学  
的エビデンスが見られ、概算された2次感染率は29％、局  
所的増殖数の下限値は1．14であった。トルコの例ではヒト  
ーヒ卜伝播のエビデンスは得られなかった。  

蔦才茄  
ザ  2007；13：1348－  EmergInfectDis  1353  インフルエンザワクチン  

2007年に宮崎および岡山県で発生したH5Nl亜型高病原  

性鳥インフルエンザの発生例から分離したウイルス4株の  
全塩基配列を決定し、また、病原性について調べた。4株  
は遺伝学的に極めて近縁であり、2005年中国青海湖で死  
亡した野鳥から分離された系統に属していた。鶏では棒  
種鶏全てが死亡した。50％マウス致死王は5xl∞EID50で  
あった。またウイルスは接種マウスの肺だけでなく脳から  
も回収された。  

蔦才ジヲ7［王ジ ザ  新島面葛篭亨才フr 

ス学会学術集会  
200丁年10月2卜23  

‾   日 216  

E型肝炎  
軒面師才フr 
ス学会学術集会  
2007年10月2卜23  

‾   日  

白盲薗丙丁5石ララ葡育施葡i三畜洋右福確青活漸三弓T；  
て調査した。各施設につき10箇所の豚房より糞便を採取  
し、ウイルスゲノムの検出を行ったところ、HEVゲノム陽性  
率は70％であった。ウイルスは全てⅢ型およぴⅣ型の遺伝  
子型に属していた。ひとつの凹型に属するサンプル（＄W  
JB－E8）については全長の90％の配列情報が得られ、塩基  
レベルでのホモロジーはヒトから分離されたものに近いこ  
とが明らかとなった。   

天ヲ萬ジ‾‾…  
合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
百日せきワクチン  
破傷風トキソイド   
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日本脳炎ウイルスに関する2006年度感染症流行予測調  
査では、ヒトで4自治体1197人、ブタで33自治体5349頂を  
対象に調査を行った。ヒトにおけるNT抗体価1：10以上の  
抗体保有状況は、1－3歳で10％未満、4鼓で約20％、5歳で  
約80％であった。ブタでHl抗体が1頭以上確認された自治  
休は27あり、うち抗休保有率50％以上は17、更に12自治体  
では80％以上であった。2004年度と比較して抗体保有率  
が急増する年齢が年長側にシフトし、5歳未満に感受性者  
の蓄積が認められた。  

第39回日本小児感  
染症学会総会・学  
術集会 2007年11  
月9－11日  

日本脳炎  

ヒツジの分娩時に農夫が羅患する謎の皮膚疾患が英国  

Hampshireの農夫およびSouthamptonの医師チームに  
よって発見され、BntJShJournaLofDermatoIogyに発表さ  
れる。この疾患は耳だけに熱感、痔み、水ぶくれなどが起  
こり、毎年ヒツジの分娩時期に発症し、kmbjngearsと名  
づけられた。生検の結果、多形性光発疹と類似している  
ことが明らかとなった。農作業と関連する辛が示唆され  
た。  

ヒツジ血液  ヒツジの血液  
製造中止  感染  

Doctor■s G山de  

2007年11月12日  沈降精製百日せきワクチン  
百日せきワクチン  

ウイル病秋やみ混合ワクチン  ウサギ血清  

日本脳炎ワクチン  
マウス脳  

マウスの脳  日本  
乾燥日本脳炎ワクチン  

乏扇ラ草子す再裏白∵謀面前蒜；㌫忘蔚衰蔀おヲ列画直施啓●  

の従業員における原因不明の神経疾患についての報告  
があり、州保健局と米国CDCが調査中である。2008年1月  
28日現在、進行性炎症性神経障害症例は12例で、症状  
はブタ頚部処理に関わったヒトで発生した。原因は特定さ  
れていない。  

ダルテパリ  

ンナトリウム   
ブタフ傾聴藤■   葡謹素障ぎ‾‾‾  

CDC／MMWR2008；  

57（EaHyRelease）：  
1－3  

中華人民共 和国  

2006年11月から2007年11月にMinnesotaの豚肉加工場作  
業員12名が炎症性神経疾患を発症し、2008年1月中旬に  
Indianaの豚肉加工場従業員も同様の症状を発症したゝ。全  
員、ブタの頭から脳を吹き飛ばすために使用する強力な  
空気圧縮装置の近くに配置されていた。彼らは手足の疲  
労感、麻痔および痔きといった炎症性神経症状の顕著な  
特徴を示した。ブタの中枢神経系が感染媒体である可能  
性がある。   

ProMED－  

mai120080129．0366  
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伊藤ライフ  
サイエンス  

パルナパリンナトリウム  パルナパリ  
ンナトリウム  

タ腸粘膜  アルゼンチ  
ン・中華人  
民共和国  

有効成分  神経系障害  2007年10月29日、米国Minnesoh南東部の  
57（EartyReleさSe）：  

CDC／MMWR2008；  1－3  

の従業員における原医不明の神経疾患についての報告  
があり、州保健局と米国CDCが調査中である。2008年1月  
28日現在、進行性炎症性神経障害症例は12例で、症状  
はブタ頭部処理に関わったヒトで畢生した。原因は特定さ  
れていない。  

ProMED－  

mait20080129．0366  

2006年11月から2007年11月にMinnesotaの豚肉加工場作  

業員12名が炎症性神経疾患を発症し、2008年1月中旬に  
Indianaの豚肉加工場従業最も同様の症状を発症した。全  
員、ブタの頭から脳を吹き飛ばすために使用する強力な  
空気圧縮装置の近くに配置されていた。彼らは手足の疲  
労感、麻痺および寝きといった炎症性神経症状の顕著な  
特徴を示した。ブタの中枢神経系が感染媒体である可能  
性がある。  

ワワシニアワ  
イルス接種  

家兎炎症皮  
膚抽出液  

バトロキソビ  
ン  

／くトロキソビン  

ー       、■  

＿ユ‾ソー  

ランド、オー  
ストラリア、  
アルゼンチ  
：ん＿川●．．．．‖．．＿＿．  
中国  ずブ荷町 

■ ンナトリウム  

蔦才シテ7仁王う ザ  2007年12月10日中国保健局は、トリインフルエンザに  PubLic HeaJth  
Agency of 
Canada／CCDR  
Weekly2008年1月  
11日  

罷った息子と父親の間の因果関係を調査中であるが、ウ  
イルスが新種に突然変異したとのエビデンスは見つかっ  
ていないと報告した。先週Jiangsu省で52歳の父親は、24  
歳の息子が同疾患で死亡した後、H5Nlトリインフルエン  
ザと診断された。新華社通信によると、息子は死んだ家  
禽と接触しておらず、Jiangsu省では家禽でのアウトブレイ  
クは報告されていないとのことである。   

ヘパリンナトリウム注射液  ヘパリンナト リウム  中国、アメリ  
カ、カナダ、  
オーストラリ  
ア   

中華人民共  
和国  

ヘパリンナトリウム  

ウリナスタテ  
ン   

ヒト尿  



ダルテパリンナトリウム  
ダルテパリ ンナトリウム  

ブタ小腸粘膜   

コンドロイテン硫酸鉄コロイド  コンドロイテ  
ン硫酸ナトリ  
ウム  

SPFウズラ  

胚  
乾I深弱毒生風しんワクチン  

乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ風しん  
混合ワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  

SPFニワトリ  

胚  乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ風しん  
混合ワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  

ヴジ五官‾‾‾  
＿ヽ○ ＿．．ユ■ン′－ ランド、オー ストラリア  

乾燥弱毒空風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生水痘ワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ風しん  
混合ワクチン  
水痘抗原  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  
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沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド  
乾燥まむし抗毒素 乾燥ジフテリア抗毒 

素  
乾燥破傷風抗毒素  

物病研究  
阪大微生  ∠ゝ コ言  

ウマ血清  ウマの血清   

エリスロマイ  
シンラクトビ  
オン酸塩  

才亨ミニダこ常  
国、カナダ、  

ニュージー ランド  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生水痘ワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ風しん  
混合ワクチン  
水痘抗原  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  

カザミノ酸  オーストラリ  

ア、ニュー ジーランド  
百日せきワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  

コレステロー  

オーストラリ ア、ニュー ジーランド  乾燥日本脳炎ワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ風しん  
混合ワクチン  
日本脳炎ワクチン  
水痘抗原  
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物病研究  
阪大微生  会  

乾燥弱毒生風しんワクチン  トリプシン  ブタの膵臓  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生水痘ワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ風しん  
混合ワクチン  
水痘抗原  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  

阪大微生  
物病研究  
■∠ゝ．  コ王：  

ニワトリ肉エ キス  
該当なし（製 造中止）  

沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド  

阪大微生  
物病研究  
A コ＝  

ブタあ菌二‾藤‾ 肪  

該当なし（製 造中止）  ブタ肉エキ ス  合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド  

ペプトン  
合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド  

日本脳炎ワクチン  
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物病研究  
阪大微生  A コ＝  

沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
成人用沈降ジフテリアトキソイド  
ジフテリアトキソイド  

牛肉消化液  ウシの筋肉  

ズ五語テ正  
ブミン  

ヒトの血液  
該当なし（製  

造中止品 目）  

Ⅴう；確蔽絡葡 
‾ 膜炎  

10．1056／NEJMoaO7  N EnglJMed2008： 358  3785  が移植後4－6遇後に死亡した。他qいかなる方法でも原  
匝不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および肯  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ1生脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原医であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

√「＼   

CDC／Outbreak  
NotiGe2008年2月  

‖日  

テクジグ三軍弓  
イルス感染  

2008年2月5日現在、シンガポール保健省は同園の地方  
におけるチンクグニヤ熟の可能性症例13例を報告した。  
狭い地域での症例で、最近の旅行歴のある患者がいない  
ことから、国内の故によるテクングニヤウイルスの局所的  
伝播であることが示唆される。同国への旅行者はテクン  
グニヤ熟の症状に注意し、故に刺されないよう注意すべ  
きである。   

オーストラリ  

ア、ニュー ジーランド  沈降精製百日せきワクチン  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  

乳糖水和物  
オランダ、ド  

イツ、オース  

トラリア、  
ニューー  
ランド  

乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生麻しんおたふくかぜ風しん  
混合ワクチン  
乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  
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物病研究  
阪大微生  A ココ：  

乾燥弱毒生水痘ワクチン  
水痘抗原  

ヒト胎児肺二  
倍休細胞  

1966年に樹  

立したマス  
タセルバン  
クに使用し  
たヒトの細  
胞株  

製造工程  MRC－5  

該当なし（製  

造中止品  
目）  

乾燥圧そうっつ 痘そうワクチン  

＿ユ■ン■  

ランド、オー  

ストラリア  

ブタ：デン  

マーク  

米国  

トロンポプラ  

ステン  

抗HBs抗体  異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

異なるポアサイズのウイルス除去膜を使用し、異なる処  
理を行ったスクレービープリオン蛋白（PrPSc）の除去能  
力を評価した。超音波処理により粒子径分布を至適化す  
るように調製した263KMFをスパイク物質として使用した  
ときは、75nmのろ液中にPrPScが検出された。15nmのろ  
過のみが全ての条件でウエスタンプロット法の検出限界  
以下までPrPScが除去されることが示された。しかし、1  
条件下の15nmろ液のバイオアツセイの結果では、感染性  
PrPScが確認された。  

乾燥抗HBs人見便クロフリン  
ポリエチレングリコール処理抗HBs人免  
疫グロブリン  

Bio】ogicals2007；  

doi：10．1016／j．biologi  
ca】s，2007．04．005  

第55回日本ウイル  

ス学会学術集会  
2P207  

首巨▽だ感賞亡左罰壕硬王勺海野亡定石種市砧▽ほ：亨才‾‾  

ルス除去膜PUINOVA15Nおよぴ20Nで全て検出限界以  
下にまで除去された。液状加熱実験では、PBS組成では  
加熱開始後短時間で全て検出限界以下となったが、アル  
ブミン存在下では4株とも加熱開始後5時間目でも検出さ  
れた。H［∨は熟に弱いと考えれられていたが、条件によっ  

て不活化効果が異なることから、血液製剤や加工食品に  
おいて慎重に不活化効果を検討しなければならない。   

E型肝炎  
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A型肝炎  第55回日本ウイル  

ス学会学術集会  
2P213  

や加圧による不活化効果を検討した。25％アルブミン存在  
下棉OclO時間加熱処理または室温下300～420MPaの1  
分間加圧3サイクルに対し、HAV細胞馴化株間で不活化  
効果に善が見られた。Validation試験lこ使用する株とし  
て、加熱や加圧で不活化されにくく細胞で良く増殖する  
KRM238が適切と考えられた。血液製剤の製造工程に新  
規不活化法を導入する場合にはVa暮idation蓋式鹸に使用す  
る株を適切に選定する必要がある。  

道義誠二吉云亨酢暫蓬き五蔦葛葡薗亨嘗詩挿だE符号冗  
ボウイルスが存在するかを調べた。175ロットのうち28ロッ  
トがPARV4シークエンスを含み、その内2ロットにジェノタ  
イプ1型及び2型の両方が存在した。最大ウイルス1は10  
人5copies／mL以上であった。PARV4陽性の第Ⅷ因子製剤  
の大部分は1970年代及び1980年代に製造されていた。  
B19Vは175ロット中70ロットで撮性であった。  

VoxSanguini＄  
2007；93：34卜347  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

JBidChem2007： 282：35878－35886  トランスジェニックマウス（101LUを用いた感染性実験め  

結果、TSE疾患の臨床症状と脳の室胞化という徴候を示  
すがPrPS¢のレベルが低いかもしくはイムノブロット法で  

は検出されない動物の脳組劇内に、高力価のTSE感染性  
が存在しうることが明らかとなった。この結果はPrPSGの  
レベルと感染価との間の相関性に疑問を投げかけるもの  
であり、プロテアーゼK抵抗性のPrPをほとんどもしくは全  
く含まない組織が感染性となりうること、および高力価の  
TSE感染性を有しうることを示すものである。  

リンハ○性脈絡髄 膜炎  オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  NEnglJMed2008；  
358：991－998  が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  

因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  

析することにより、リンハ●性脈絡髄腐炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄漉からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。   
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、 遺伝子型Aまたは遺伝子型  最小感染量を求めるために   B型肝炎  Transfusion2008：  

48：286－294  CのHBVを含む急性期前の接種株をチンパンジーに接種  
したところ、最小50％チンパンジー感染i（CID50）は各々  
約10コピーと推定された。最低感染iを接種したチンパン  
ジーにおけるHBVDNAウィンドウ期は遺伝子型Aでは  
55－76日、遺伝子型Cでは35－50日、HBsAgウィンドウ期  
は遺伝子型Aでは69－97、日、遺伝子型Cでは50－64日で  
あった。またHBVDNAダブリングタイムは遺伝子型Cの方  
が遺伝子型Aに比べ有意に短かった。  

2004年1月1日～2006年12月31日に腎移植（241名）また  

は肝移植（86名）を受けた患者の移植時の抗HEVIgG保  
有率は、各々14．5％または10．4％であった。この内、肝移植  
を受けた3名、腎移植を受けた9名、腎臓と膵臓の移植を  
受けた2名の計14名で急性HEV感染を同定したが、全員  
血清HEVRNA陽性であり、内8名が慢性肝炎となった。移  
植から診断までの時間は短く、慢性肝炎lこ進展した患者  
ではI）ンパ球数並びにCD2、CD3およぴCD4T細胞数が  
有意に低かった。  

E型肝炎  N EnglJMed2008；  
358：81ト817  

メルケル細胞癌（MCC）検休をdigitaLtTanSCriptome  
subtraction法を用いて検査し、新種のポリオーマウイルス  
を同定し、メルケル細胞ポリオーマウイルス（MCVまたは  
MCPyV）と命名した。このウイルスはMCC腫痔10検体中8  
例（80％）で検出されたが、対照組織検体では59例中5例  
（8％）、対照皮膚組織検体では25例中4例（18％）でしか検出  
されなかった。MCVがMCCの病原因子である可能性が示  
唆された。   

ヒトポリオーマ  
ウイルス感染  

SGience2008：319：  

1096－1100  

蕪‾－‾‾  オーストラリ ア  葡‾‾‾   
製造工程  

マウスモノク  

ローナル抗  
体  

イギリス  

胞のハイプリト●－  

胞と骨髄腫細  マ   
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沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  

ウシ血液  ウシ血液  

乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン  

ヘパリンナトリウム   ヘパリンナト  
リウム   米国、カナ ダ、中国  E型肝炎   屠殺場の作業員において検出されたE型肝炎感染の初症  

例を報告する。同定されたウイルスはジェノタイプ3、サブ  
タイプ3fに属していた。患者の血清から分離されたウイル  
スの部分的配列解析によって、ヨーロッパのヒト株およぴ  
ブタ株とのヌクレオチド相同性がそれぞれ83．4％－97．3％の  

範囲であることが明らかとなった。これらの所見は、ブタ  
の感染器官の取り扱いを介して職業病としてE型肝炎ウイ  
ルスに感染したことを強く示唆する。  

Hyg2007：77：893－  AmJTropMed  896  

カナダの共同農場で生活していた7ケ月齢の乳児から、  インフルエンザ  Emerg lnfect Dis 
2007；13：1865－  
1870  

ん／Canada／1158／2006と名づけられたブタインフルエンザ  

Aウイルス（H3N2）が単軌された。この農場のメンバー90名  
の内54名で岡ウイルスに対する血清学的検査を行ったと  

ころ、54名中9名が腸性であった。また、ブタ10頭のうち1  
頭で血清騰性が明らかになった。ブタインフルエンザウイ  
ルス株は効率的にヒトからヒトヘ伝染する形に適応また  
は交雑することから、インフルエンザ流行への備えの一  
環として養豚者の定期的サーベイランスを検討すべきで  
ある。  

JInfect2006：52： 455－460  

2000年5月～2002年12月にタイChiangMai大学病院で成  
レンサ球菌感 染  人におけるS什eptococcus＄uis（S．suis）感染に関する後  

ろ向き研究を行った。41名の感染患者が同定され、内3名  
にブタまたはブタ肉への曝霧歴、1名に生牛肉摂食歴が  
あった。臨床症状は感染性心内膜炎、髄膜炎などで、死  
亡率は19．5％であった。分離菌は全てペニシリンに感受性  
があった。S．suis感染はタイ北部では稀ではない。早期  
発見が重要である。  

ベトナムで成人の細菌性髄膜炎疑い患者450名について  

前向き研究を行った。S．suisは最も普遍的な病因で、151  
名（33．6％）の患者で検出され、この内50名がブタまたは豚  
肉に曝露していた。死亡率は1引名中4名（2．6％）と低かった  
が、140名中93名（66．4％）で難聴が起こり、50歳より高齢看  
で重篤であった。また、92のS．suis株の内、91株がセロタ  
イプ2であった。   

レンサ球菌感 染  
CIinZnfectDis  

2008；46：659－667  

18／260ページ  



インフルエンザ  2004年に、アイオワ州の田舎の住民803名を対象としてイ  
ンフルエンザウイルス人畜共通感染に関する2年間の前  
向き研究を行った。アイオワ大学のブタ非曝露者79名と  
比較して、ブタ曝藻者およぴその配偶者は、ブタインフル  
エンザ（HINl）ウイルスに対する抗体レベルが増加してい  
た。更に、インフルエンザ様疾患データや組換えHINlウ  
イルス分離などから、職業的ブタインフルエンザウイルス  
感染のエビデンスが示された。  

2007：13：187ト  EmerglnfectDis  1878  

至誠了軒三言「㌫忘毛石夕才ヲ柁了≡感賞Cこ’元モ［貰ス丁字玄‾  

人男性の症例報告である。患者はベトナム南部LongAn  
Province出身の57歳男性でアルコール依存歴があった。  
入院時には嗜眠状態であったが、バイタルサインは安定  
していた。24時間後に急性呼吸促迫症候群を呈し、死亡  
した。患者はブタを飼育しており、ブタの臓器を日常的に  
摂食していた。血液培養でS．suisが検出され、セロタイプ  
16であった。セロタイプ16がヒトから分離されたのは初め  
てのことである。  

レンサ球菌感 染  
EmergInfectDis  
2008；14：155－157  

ヲ再Fジ‾… HS／UF  

ウシ：米国  

ウマ：米国、  

カナダ  
ブタ：米国、  

カナダ  

米国、カナ  
ダ  

臓、  
ウマ脾臓、脛  
肉、  
ブタラード  
ウオーター  

ブタラード ウオーター  

米国、 ニュージー ランド  製造工程  

野菜面こ盲‾‾  

ナダ  
②日本、米  
国、カナダ、  
フランス  

②ストレプトコックスピオゲネス（A群3  

型）Su株ペニシリン処理凍結乾燥粉末  
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マフ（遺伝子組換え）  中外製薬   
レノグラスチム（遺伝子組換え）  
エポエチエン ベータ（遺伝子組換え）  

トシリズマブ（遺伝子組換え）  

ハムスター  
卵巣細胞  

ブタ才シラガ  
ン  エポエテン ペ－タ（遺伝子組換え）  

DMEM／F12  

エポエテン ペータ（遺伝子組換え）  

リンハ○性脈絡髄 膜炎  ヒトトランス  

フェリン  
不明  NEnglJMed2008；  

358  
10．1056／NEJMoaO7  

3785  

が移植後4－6遇後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ●性脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。、レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

製造工程  

ウシ胎仔血 清  米国、オー  
ストラリア、  
ニュージー  

ランド   

カナダ  

エポエテン ペータ（遺伝子組換え）  

BCG・コンノート株  乾燥BCG膜  
胱内用（コン  

ノート株）  

抗HBs人免  ヒト血液  米国   

テラジグ三草弓 イルス感染  

‾  
査読畠二亘扇蒔茄三三芽三福富モテ弓fヲじ二行C弼  
ングニヤウイルス（C川KV）感染は、エンベロープ蛋白遺伝  
子の変異株（El－A226V）が関係していた。この変異の、  
ネッタイシマカおよぴヒトスジシマカにおけるC川KV適合性  
に対する影響を調べた。その結果、CHIKVのヒトスジシマ  
カに対する感染性が有意に増加し、哺乳マウスへの伝摺  
がより効率的になることが明らかとなった。通常のベク  
ターであるネッタイシマカがいない同地域でC川VKが大  
流行したのはこの変異が原因と考えられる。   

PLoS Pathogens 
2007：3：1895－1906  疫グロブリン  
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CDCとウガンダ保健省は、2007年8月から始まったウガン  
ダ西部に位置するBundibugyo地区におけるエボラ出血熱  
のアウトブレイクを報告した。2008年1月3日までに148人  
が羅患し、37人が死亡した。患者検体の遺伝子解析によ  
り、威知の4つのエボラウイルス株と異なる、新たなウイル  

ス株である可能性が示唆された。確定には更なる研究が  
必要である。  

エボラ出血  CDC2008年1月8日  

2007年12月に江蘇省南京で発生した52歳男性の鳥イン  

フルエンザ感染患者は、患者であった息子との濃厚な接  
触により感染したものであり、ウイルスの変異は認められ  
ていない。しかし、息子と父親はいずれも死亡した家禽と  
の接触がないため、息子の感染源は明らかになっていな  
い。息子は11月24日に発症し、12月2日に死亡し、父親は  
12月3日に発症したが回復した。ヒト用トリインフルエンザ  

ワクチンは臨床試験Phaseuの段階にある。  

蔦才シガ仁王ジ ザ  ChinaView．  
www．chinaview．cn  

2008－0卜10  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシンクで解  
析することにより、リンJ＼○性脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原医であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。   

リンハ1生脈絡髄 膜炎  

10．1056／NEJMoaO7  NEnglJMed2008： 358  3785  

デオキシリ  

ボヌクレアー ゼⅠ  

リボヌクレ  
アーゼA  ニュージー ランド、オー ストラリア  
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日局ヒト下垂体性性腺刺激ホルモン  
腺刺激ホル  
下垂体性性  モン  

鳥インフルエン ザ  
12月4日、2007年12  
WHO／CSR2007年  月9日  

中国におけるトリインフルエンザの状況（update4）：2007  
年12月4日、中国衛生省はH5Nlトリインフルエンザウイル  
スの新規のヒト感染症例を報告した。症例はJiangsu省の  
24才の男性で、12月2日に死亡した。中国での確定例は  
26例で、うち17例が死亡している。（update5）：2007年12  
月臥日、中国衛生省は同ウイルスの新規ヒト焙染症例を  
報告した。Jiangsu省の52才の男性で、12月2日に同ウイ  
ルス感染で死亡した24才男性の父親で、現在入院中であ  
る。  

80074に同じ   草書諾権謀  
腺刺激ホル  
モン  

ヒト尿  中国  
蔦才三フラ了芯 ザ  WHO／CSR2007年  

12月4日、2007年12  
月9日  

テ■7［グ元首‾  有蓋葡施楳‾  

シダーゼ ア  
ルファ（遺伝  

子組換え）  

チャイニーズ ハムスター卵 巣細胞  
は、  
Dr．Lawrence  

Chasin（Colu  
mbia  

University）  
より入手し  
たジヒドロ葉  

酸還元酵素  

（DHFR）欠  

損チャイ  
ニーズハム  

スター卵巣  

細胞（CHO）  

細胞系であ  
る  

2008／04／柑  

2008／04／18  

トリプシン  

胎盤組織  

ブタ薩廟‾‾‾‾‾‾  
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ム・ジャパ  

ジェンザイ  ン  
抗ヒト胸腺細胞ウマ免疫  ベルギー、  

スペイン、フ  
ランス、イタ  
リア、リトア  
ニア、ポーラ  
ンド、ノル  
ウェー、デン  
マーク、ス  
ウェーデン、  
フィンラン  
ド、スロバキ  
ア、チェコ共  
和国  

製造工程  

抗ヒト胸腺  
細胞ウマ免  
疫グロブリン  

苛瓦謹言F‾ ローマ  

ヒト血液  
アメリカ  

ブルセラ症  
64歳の日本人男性が6週間続く発熱で1998年6月2日に都  

内の病院に入院した。入院時の血液培養からグラム陰性  
梓菌が検出され、Brucellamelitensis2型と同定された。患  
者は同年3月にイラクに滞在し、ヒツジのチーズを摂取し  
たことが明らかとなった。患者の妻（60歳）が同年5月31日  
から発症し、8ruGe帖melit9n扇sが血液と関節液の培養で  
検出された。イラクの帰国者からその妻へ、ブルセラ症が  
性感染した可能性がある。  

JTravelMed2007；  

14：343－345  

細菌感染  FDAは輸血前の血小板中の細菌汚染を検出するための  
初めての迅速検査を販売承認した。VeraxBiomedic8‖nc  
製造のPlateletPanGeneraDetectjonTestSystemは病  
院の輸血部で使用するための使い捨て検査機器である。   

ABC Newsle仕er  

2007年9月21日  
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2007年3月29－30日、カナダのトロントで行われた病原体  
不活化（PI）技術に関するコンセンサス会綾の報告である。  
近年の検査技術の発達により、現状の輸血感染症リスク  
は非常に低く、PIを直ちに導入する事は推奨しない。しか  
し新興感染症のリスクは未知数であり、PIは予防手段とし  
て重要である。広範囲の病原体を不活化できる安全な方  
法が確立されれば実施すべきである。  

Transfusion2007；  

47：2338－2347  

血液安全・安定供給諮問委鼻会は、米国保健社会福祉  
省事務局に対し、安全で効果的な輸血用血液製剤の病  
原体低減技術（不活化）の早急な開発を使先して進め、  
開発され次第実施するよう勧告した。病原体低減の効果  
と安全性を示すエビデンスの蓄積は、今後蔓延する可能  
性のある感染症に対し広く適応できるセーフガードとし  
て、この技術の導入を保証するという決縫を採択した。  

感染  ABC NewsJetter  
2008年1月11日  

2003年6月から7月にアルジェリアOran地区においてペス  
トの集団感染が発生した。同国では、この疾患は50年以  
上報告されていなかった。腺ペスト症例18名が特定され、  
Yersiniapes厄sが6名から分離された。初発患者を除き、  
全員が回復した。標的予防的化学療法、衛生、ベクターコ  
ントロールが、感染制御上重要な役割を果たした。疫学  
的、分子生物学的な知見から、当該期間中、現地の保菌  
動物の存在が強く示唆されたが、その起源については特  
定できなかった。  

ペスト  
2007：13：1459－  EmerglnfectDis  1462  

リカ・トリパ  
アメ ノソーマ症  

‾‾‾‾  
二砿盲百ほ吉武議；盲芯孟盲ジ亭ニニ野天許萌芽ピララジズ  

ネットワーク強化をするための資金を受けている。2007年  
9月13日時点で、反復反応性供血710件でT．Cru之iに対す  
る抗体の追加RZPA試験を行った結果、196例がRIPA牌  
性、486例が無反応で、残りの検体については結果保留と  
なっている。13の検査施設がシヤーガスネットワークに  

データを報告し、18の検査施設が報告のため同ネット  
ワークにアクセスしている。  

ABCN8WSle仕er  

2007年9月14日  

医学会大会 2007一  

年10月12－13日  

第48回 日本熱帯    12C－02  

白木におけるラテンアメリカ人の慢性シヤーガス病キャリ  
アーからの献血についての対策を検討した。カーミC液  
（CPD液）を用いてT．Cruzi感染マウス血液を4Ocにて1－21  
日間保存処理を行ったところ、マウスヘの感染性は無処  
理のものと差異は無かったが、病原性はかなり減弱する  
ことが示された。しかし、T．Cmzi虫体はほとんどの白血球  
除去フィルターを通過した。現在の保存血液提供システ  
ムはシヤーガス病の輸血感染防止には不十分であり、対  
策の改善が必要である。   

アメリカ・トリパ ノソーマ症  
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アメリカ・トリパ  
ノソーマ症  

血液製剤の輸血によりシヤーガス病に感染し、死亡した  
スペイン人患者の寄生虫学的、血清学的疾患経過、なら  
びに供血者の調査の報告である。患者は白血病の既往  
があり、176名以上の供血者由来の輸血を受けていた。  
臍帯血移植のための免疫抑制状態で、寄生虫が血液脳  
関門を通過して神経系に感染したことが確認された。特  
定された供血者は無症候であった。複数回輸血患者は、  
免疫抑制剤治療実施前に、抗Tnrpanosoma¢mZi抗体の  
スクリーニングを受けるべきである。  

米国4州における2006－2007年のアデノウイルス血清型  

14（Ad14）に関連した急性呼吸蕃疾患に関する報告であ  
る。Ad14は稀にしか報告されないが、全ての年齢層の患  
者に重症で致死的な呼吸器疾患を起こす可能性がある。  
2006年5月にニューヨーク州で生後12日日の乳児がAd14  
感染により死亡し、07年3－6月にオレゴン州、ワシントン州  

およぴテキサス州で計140名の感染患者が確認された。  
これらの患者から新規のAd14変異種が分離された。  

Clin lnfect Dis 

2008：46：e44－47  

ウイルス感染  
CDC／MMWR2007： 56（45）：1181－1柑4  

ウイルス感染  
オーストラリアQueensland州で蚊が異常発生し、ロスリ  

バーウイルスが拡大している。通常は北部の熱帯地域で  
優勢であるが、鋸sbane南部における過去4週間の感染  
者数は、昨年（20dも年）同時期のほぼ450％である。  

Queensland保健局の発表によると、過去4週間に報告さ  
れた感染者数は93例であった。  

ProMED－  

mai120070930．3228  

テラジグ三軍ラ イルス感染  
テクングニヤウイルス感染が大流行したレユニオン島の5  

つの新生児医療部門で同ウイルスの母子感染を調べる  
ため、後ろ向き記述的研究を実施した。母親は出産時に  
徴候があったか又は新生児が出生初日に発病したかを  
スクリーニングし、新生児38名を登録した。無症候の2名  
を除き、全母親が周産期（分娩4日前～1日後）に症状が  
あった。全新生児が発熱（79％）、痔痛（100％）などの症状を  
示し、脳脊髄液のPCR法は24名中22名で陽性であった。  
高い羅患率の周産期母子伝播の可能性が初めて示され  
た。  

PediatrInfectDisJ 2007；26：81卜815  

亨グジグ三軍弓 イルス感染  
テクングニヤ熟は2005年以来、大規模な流行がインド洋  
諸島とインドから報告されているが、これまでヨーロッパ  
地域内での故による感染伝播は発生していなかった。  
2007年8月にイタリアのエミリア・ロマーニヤ州ラヴェンナ  

県衛生当局は異常に多数の発熱患者発生を検知し、臨  
床・疫学調査を行った。血清学的検査およぴPCR法でテ  
クングニヤ熟と確定された。更にヒトスジシマカからもPCR  
法によりテクングニヤウイルスが確認された。2007年9月4  
日までに合計197名の患者が報告されている。   

Eurosun／e‖ance  

2007：12（9）：  

EO70906．1  
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テクングニヤウ  
イルス感染  

イダノア北東部の隣接する2つの村で原因不明の発熱性  
疾患患者が多数報告され、ヒトおよび蚊由来の検体を分  
析した結果、チクングンヤウイルス（CHIKV）が原因である  
ことが明らかとなった。2007年7月4日から9月27日の間に  
205例のCHIKV感染症例を同定した。村の親戚を坊間し  
た時に発症したインド出身男性が初発症例と推定され  
た。系統遺伝学的分析により、イタリアのCHIKV株はイン  
ド洋諸島での初期のアウトブレイクで分離された株と高い  
相同性を示した。   

浜五著五豪富再帝石す才Fラガ石弓才ブC文節蔽う‾訪技官‾  

bncet2007：370：  

1840－1846  

‾  
ち才）i誘惑落  Trans札ISion2007；  

47：1972－1983  性率を検討した。過去にCMV血清陰性で初めて抗CMV  
lgG陽性を示した供血者82名の血兼検体叫％が反復的に  
CMVDNA陽性であった。1年以上血清反応陽性または血  
清反応陰性供血看はいずれもCMVDNA陰性であった。  
白血球除去の実施にもかかわらず、新規血清反応陽性  
供血者のウイルス血症は輸血伝搬性CMVの残存リスク  
の重要な原因と考えられる。  

ヨーロッパでの出血熱は主にP叩malaウイルス（PUUV）ま  

たはDobravaウイルス感染による。ドイツ南東部Lower  
8ava血でハンタウイルス感染患者31名について、酵素免  
疫測定法、免疫蛍光法、免疫プロット法による診断を行っ  
た。標準的検査による抗体のPUUV特異的タイピングがで  
きない症例が2、3あった。3名の患者の急性期血清から得  
たPUUVRNAをRT－PCRを用いて増幅したところ、同地域  
で捕獲したハタネズミから得たウイルス配列と非常に近  

ハンタウイルス  
2007；45：3008－  
JClin Mi¢rObio1  3014  

縁であることが明らかとなった。  

インフルエンザ  カナダの共同農場で生活していた7ケ月齢の乳児から、  
2007；13：1865－  
EmergInfectDis  柑70  

A／Canada／1158／2006と名づけられたブタインフルエンザ  
Aウイルス（H3N2）が単離された。この農場のメン／ト90名  
の内54名で同ウイルスに対する血清学的検査を行ったと  
ころ、54名中9名が陽性であった。また、ブタ10頸のうち1  

頭で血清陽性が明らかになった。ブタインフルエンザウイ  
ルス株は効率的にヒトからヒトへ伝染する形に適応また  
は交雑することから、インフルエンザ流行への備えの一  
環として養豚者の定期的サーベイランスを検討すべきで  
ある。   

中国におけるトリインフルエンザの状況（update5）：2∞7  

年12月9日、中国衛生省は同ウイルスの新規ヒト感染症  
例を報告した。Jiangsu省の52才の男性で、12月2日に同  
ウイルス感染で死亡した24才男性の父親で、現在入院中  
である。中国での確定例は27例で、うち17例が死亡して  
いる。   

蔦才シガ芯 ザ  
WHO／CSR2007年 12月9日  
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米国の血液センター7施設において2000－2003年の期間  
に採取した5020名の供血者由来の保存血菜検体を高感  
度PCRスクリーニング法を用いてパルボウイルスB19  
DNAについて検査した。B19DNA陽性率は0β8％であっ  
た。DNA陽性検休の全てがIgG陽性で、23％力（IgM陽性で  
あった。IgM血清陽性率はDNA値と相関した。  

Transfusion2007：  

47：1756－1764  

‾…‾  

1「丁悟 日本の人口動態統計では、CJDによる死亡は過去20年  
以上に渡り増加傾向を示し、2005年は人口100万対1．23  
人であった。CJDサーベイランス委員会による調査では過  
去8年間に918例がプリオン病と判定された。病型別で  
は、孤発性CJD716例、遺伝性プリオン病128例、感染性  
（獲得性）CJD72例（変異型CJDl例、硬膜移植後CJD  
71例）、および分類不能2例であった。  

2007年プリオン研  

究会 Poster20  

運動失調や記憶障害などを呈し、発症後14ケ月で死亡し  
た患者（39歳女性）の剖検を行ったところ、白質の広汎な  
変性と皮質および白質におけるPrP沈着を示す非定型孤  
発性CJDであった。小脳組織由来のPrPScを分子分析し  
た結果、VCJDでみられるPrPSc4聖と似た新規のPrPSc  
であることが示された。典型的vcJDとはEDTA存在下で  
のプロテアーゼ開裂部位が異なった。この患者のPRNPコ  
ドン129はホモ／くリンであった。  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  
ブ病  

Arch Neuro12007；  

64：1780－1784  

73歳の受血看で生前lこ特定されたvCJDの非典型的症状  
の報告である。患者は1997年12月に輸血を受けたが、供  
血後にvCJDを発症した供血者由来の赤血球製剤であっ  
た。輸血から6年後、受血者は疲労及び集中阻難を訴え  
たが、神経学的検査及び脳MRlは正常であった。この6カ  
月後に神経学的症状が発現し、進行したが、血清学的検  
査は正常であった。MRIでは視床背側核全体の顕著な借  
号変化が示された。VCJDの長期潜伏期間と無症候状態  
は、重大な公衆衛生問題を提示する。  

BSE感染ウシ由来の脳乳剤を用いてPrPresのinvitro感  
染系の確立を試みた。感染させたヒト由来グリオーマ細  
胞株から抗プリオン抗体に反応する約30KのPK耐性のバ  
ンドが検出された。このバンドは非感染細胞には存在しな  
かった。また、9ケ月継代した感染細胞の培養上溝に伝達  
性があることが明らかとなった。さらに20nmのウイルス除  
去膜によって培養上溝の伝達性が減少することが認めら  
れた。   

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  
ブ病  

Pパon2007：PO4．51  

2007年9月26－28日  
Edinburgh  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

2007年プリオン研 究会 Poster38  
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フェルトヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
英国NationaJCJDSun／e＝anceUnitに報告された2008年  
1月7日現在のCJD数は、VCJD診断確定死亡症例（確定  
例）114名、VCJD可能性死亡症例（神経病理学的確定診  
断がない）亜名、VCJD可能性死亡症例（神経病理学的確  
定診断待ち）1名で、VCJD診断確定または可能性例の死  
亡総数163名であった。生存中のvCJD可能性症例組ま3  
名であった。英国におけるvcJD流行は減少しつつあると  
いう見解に一致する。  

ProMED－  

mai】20080107．0087  

異型クロイツ  
フェルトヤコ ブ病  

感染動物モデルにおいても、血中のP虐r㌫は膏血疎を除  
きめったに検出されない。新規の酸性SDS沈殿法と高感  
度化学発光法とを組み合わせることにより、プロティナー  
ゼK耐性3F4反応性タンパクが、スクレイピー感染ハムス  
ターの血祭中からは検出されるが、疑似感染ハムスター  
では検出されないことが示された。血兼中において  
PrPresは他の血舞タンパクと糖鎖を通じて凝集しており、  
スクレイピー感染ハムスター血洋において検出可能と  
なったことが示唆された。  

則DS最新号において、Uka也扇cjusらはEuroHⅣ  
suⅣeitlancenetworkによるヨーロッパの供血血液のHⅣ  
陽性率についての14年間のモニタリングデータを提示し  
た。この分析は、199（ト2004年のWHO欧州地域のデータ  
が網羅されている。2000－2004年の10万供血中の平均  
HⅣ陽性率は西欧1．7、中欧3入東欧36．7であった。1990  
年以降の変化では、西欧で低下、中欧で横ばい、東欧で  
は急激な上昇が認められた。  

2007；51：1221－  MiGrObi01Immuno1  1231  

HIV  

2007；12（5）：  

EO70524．52007年5  

Eurosurve‖an¢e   月24日  

American Society 
OfHematology2007  
年12月8－11日  

1999年1月～2006年12月に長崎で献血を行った初回献血  

者の年齢別、出生年別および期間別HTLV－1血清陽性率  
の傾向分析を行った。血清陽性率は年齢が高くなるにつ  
れ有意に増加した。また1987～1990年に生まれた献血者  
では1985～1986年に生まれた献血者と比較して有意に  

低かった。ウイルスキャリアの母親の授乳を避ける事を指  
導した県の対応が騰性率の低下に貢献していることが示  
された。  

筍；稽藤蕗嶺 
‾ 膜炎  

N EnglJMed2008；  
358：991－998  が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  

因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ○性脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳骨髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確曙さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

■■■一■■－，－●■一■●■■－－－－－－■■■■■－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－■■－－－■－■■   
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保健当局は、ウガンダ西部において16名が死亡し、他に  
50人が羅患したエボラウイルスは、新規の株であると  
2007年11月30日に発表した。最初の症例はコンゴ民主共  
和国と国境を接するBundibu訂○地区において11月10日に  
報告された。この株では出血はあまり見られず、患者は  
高熱の後、死亡する。  

エボラ出血  ProMED－  
mai12007‖30．3869  

2007年9月30日、中国保健当局はFL舶n省Putian市で39  
例のデング熱症例が確定されたと発表した。ベトナムで  
は2007年9月24日時点で約68000人が感染し、内60名が  
死亡した。パキスタンでは2007年9月26日、Karachiで新た  
に22例のデング熱症例が報告された。ラテンアメリカとカ  

リブ海諸国ではデング熱の最悪のアウトブレイクが起こつ  
ており、2007年になってから何十万もの人々が関節痛を  
訴え、約200人が死亡した。  

芋ジグ蕪■‾…‾‾  ProMED－  

mai120071001．3237  

亨ジグ討■‾‾‾‾‾  
‾  

菖海商蔀汚芋ジグ葡方く葡存亡モ亡iる‡誉繭苛富読ま首  

と2007年10月13日までに市内で511人の感染者が確認さ  

れた。隣接する高雄市でも2つの区で集団感染が発生し  

ており、感染の広がりは過去最大規模である。行政と軍  

が協力して大規模な蚊の撲滅作戦を展開する方針であ  
る。  

YAHOO！ニュース  

2007年10月14日  

日本脳炎  ‾‾  
至誠五首汀再話てぢ玩6福豆甫だ茄汗モニ白青石吾蔀だ直衰  

する広島県の野生イノシシから血清25検体を採取した。  
日本脳炎ウイルス（JEV）に対する抗休検査を、IgMキャプ  
チャー及びIgG酵素免疫測定法（EUSA）、並びにプラーク  
減少中和試験により行った。17検体（68％）がJEV中和抗  
体陽性だった。中和抗体腸性検体は全て1gG－EUSA陽性  
だった。1検休はIgMも腸性だった。約70％の野生イノシシ  
が抗JEV抗体陽性であることが示され、この地域のJEV感  
染サイクルに関与している可能性が提示された。  

Epidemiol lnfect 
2007：135：974－977  

ち才）㌃天啓築‾‾  

2008年1月21日、8raziliaで32歳の男性が黄熱のため死亡  
した。これは、ブラジルにおける15人目の黄熟死亡患者で  
ある。MatoGrossoでも1名の感染と死亡が確認された。  
パラグアイ保健当局は首都AsunGionの病院で集中治療を  
受けていた39歳の女性が2008年2月16日lこ死亡したと発  
表した。同国ではこれまでに、少なくとも6名が黄熟によっ  

て死亡した。多くの市民がワクチン投与を求めて病院に  
殺到している。   

ProMED－  

mai120080218．0645  
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B型肝炎  第31回日本血液事  
業学会総会 2007  
年10月3－5日  

平成19年3月、輸血によるHBV感染が疑われるとの報告  
が千葉県赤十字血液センターにあった。因果関係の確認  
のために実施した当該輸血用血液製剤に係る保管検体  
個別NATは陰性であり、献血者追跡調査を行った。1名の  
献血者が平成19年1月にB型肝炎を発症したとの情報が  

得られ、調べたところ、献血者のHBV－DNAは患者のそれ  
と塩基配列が一致した。20プールNAT陰性、HBV保管検  
体個別NAT陰性であったが、献血者追跡瀾査により輸血  
用血液製剤からのHBV感染が示唆された症例であった。   

甑だま所白；貰疎三文亭＝ヲ蕎麦疎だ惑葵亡㌻顧首‾‾  
B型肝炎  

軒ラ面‾‾自着弾厨‾  

学会西部会 2007  
年12月7－8日、肝臓  
2007；48（Supp13）：  

A522  

発症した40歳代女性の症例報告である。献血者、受血者  
の塩基配列の解析を行って感染が証明された。核酸増幅  
検査を含む献血者のスクリーニングを行っているにもか  
かわらず、本邦では年間10－20例のHBV感染が報告され  
ている。その原因の一つがHBs抗体エスケープミュータン  
トであるが、本症例のように献血者、受血者ともに塩基配  
列の解析を行い感染が証明された例はきわめて稀であ  
る。  

日本赤十字社血液事業本部が関わる安全対策の取り組  
みと感染症リスクについて報告する。平成16年から18年  
までの3年間に全国の医療機関から日赤血液センターに  
報告された輸血関連感染症（疑い症例を含む）の報告数  
は749例であった。日赤の安全対策の実施によりHBV、  
HCV及びHⅣの感染リスクは減少し、安全性は高くなっ  
た。しかし、HCV及びHⅣも含め遡及調査の実施により確  
認された感染症例も少なくない。感染拡大を防止するた  
めの安全対策を引き続き講じていく必要がある。  

甫拓感賞こち暫 ‾ 肝炎、B型肝炎  
■  

軒1面白青石藩事  

美学会総会 2007  
年10月3－5日シン  
ポジウム4－2  

B型肝炎  ‾  
軒†面古寺石窟事  
美学会総会 2007  
年10月3－5日一般  

演題51  

乏扇互亨畠苫前両前ズグケニ：三ジグあヲニ冗ず間弥‾  

ら20に縮小した。大阪府赤十字血液センターで検出され  
た日日V－NAT陽性事例81人を基にプールサイズ縮小の効  

果等について解析を行った。プールサイズ縮小後に100コ  
ピー未満／mLのH8V－NAT陽性者の比率が高くなっている  

ことから、縮小による効果があると思われた。追跡調査、  
遡及調査及び医師の面故等による総合的な解析により  
HBV低濃度キャリアが疑われる献血者がプールサイズ縮  
小後に多く検出されていることが推察された。  

感賞‾………‾  
日本赤十字社（JRC）が全国的ヘモビジランス体制を導入  

2007；93（Suppl．2）：  VoxSanguinis  31  してから14年が経過した。報告された輸血副作用症例数  
は年間約2000例で、過去3年間はほぼ一定である。非溶  
血性輸血副作用は報告症例の約80％を占め、輸血関連急  
性肺障害などが含まれる。輸血感染症の報告数は年々  
減少している。JRCのヘモビジランスは病院の自発報告  
に基づいており、病院と血液センターとの協力が不可欠  
である。   
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慢性HCV感染患者1930名（感染群）とHCV陰性患者19別  
名（対照群）とを比較し、リスク因子を検肘した。静注薬物  

使用、1992年以前の輸血およぴ2つ以上の入れ墨は感染  
群の方が対照群より有意に高かった。入れ墨はHCV感染  
リスク要因のない患者群においてもHCV感染と強く相関し  
ていた。  

C型肝炎  AmericanSociety  
fortheStudyof  
UverDiseases  
2007年11月2－6日  

2003年4－10月にイタリアの血液透析施設で患者4名に  
HCV抗体セロコンバージョンが認められた。この4名と以  
前からHCV抗体膿性であった10名のHCVRNAおよぴ  
HCV遺伝子型を検査し、系統遺伝学的解析をした結果、  
新規感染患者4名のHCVは遺伝子型2cで、2c型慢性感染  
患者1名から分離されたウイルスと近縁であった。感染制  
御手段の不備と装置による伝播が疑われた。  

C型肝炎  JMedViro12008：  

80：261－267  

日本においてHEVの不抜性感染が増加しているかを調べ  
るため、1991－2006年の献血者のうちHEV感染の可能性  
のあるAしT611∪／し以上の4019名から得られた血清検体  
中の抗HEVIgG、抗日EVIgM／IgAおよびHEVRNAを調べ  
たところ、2004－2006年の献血者のHEV陽性率は1998年  
のそれと同等であった。またALT201IU／L以上の献血者  
についても1991－1995年、1996－1999年および2004－2006  
年でHEV陽性率の差は見られなかった。  

E型肝炎  ArchViro12007：  

152：1623－1635  

‾  
美薗草弓天六ジヲジiこニニ石草二葡諒だ紅く；詣茄萄肩  

から13ケ月間にE型肝炎13例が発生した。これらの患者  
はルーチンのE型肝炎血清検査を導入開始後に特定され  
た。同一期間中A型肝炎は2例、B聖肝炎は4例であったこ  
とから、原因不明の急性肝疾患を発症し、関連する渡航  
歴のない患者全点にルーチンのE型肝炎検査を実施する  
ことが重要と考えられる。  

E型肝炎  JMedViro12008：  

80：283－288  

80083に同じ  
ブルセラ症．  

JTravelMed2007：  

14：343－345  

葡蓄蔵嘗…‾‾‾  
80083に同じ   ABC Newsletter  

2007年9月21日  
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80083に同じ  Transfusion2007；  

47：2338－2347   

感染  
80083に同じ  

ABC Newsle憤er  

2008年1月11日  

ベスト  80083に同じ  
2007；13：1459－  EmergInfectDis  1462  

アメリカ■トリパ ノソーマ症  
ABC Newsle仕er  
2007年9月14日  

80083に同じ  

アメリカ・トリパ ノソーマ症  

第48回 日本熱帯  

医学会大会 2007  
年10月12－13日  

12C－02   

＼  

ClinInfectDis  

2008；46：e44－47  

80083に同じ  

アメリカ・トリパ ノソーマ症  
80083に同じ  

号才）［天啓落‾  CDC／MMWR2007；  

56（45）：1181－1184  
80083に同じ  

ち才冗哀感ぎ‾  
80083に同じ   ProMED－  

mai120070930．3228  
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B型肝炎  第37回 日本肝臓  

学会西部会 2007  

年12月7－8日、肝臓  
2007：48（Supp13）：  

A522  

‾  
宮前面百若五庵事  
美学会総会 2007  
年10月3－5日シン  
ポジウム4－2  

80083に同じ  

石打感賞ニモ暫‾ 肝炎、B型肝炎  80083に同じ  

B型肝炎  
‾  

新一面白苫石窟事  
美学会総会 2007  
年10月3－5日一般  

演題51  

80083に同じ  

感染  
80083に同じ  

2007；93（Suppl．2）：  VoxSangujnis  31  

C型肝炎  80083に同じ  American Society 
fortheStudyof  
UverDiseases  
2007年11月2－6日  

C型肝炎  80083に同じ  JMedViro】2008：  

80：261－267  

E型肝炎  80083に同じ  ArchVjr012007：  

152：1623－1635  

E型肝炎  80083に同じ   JMedViro12008：  

80：283－288  
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オーストラリアQueensland州で蚊が異常発生し、ロスリ  
バーウイルスが拡大している。通常は北部の熱帯地域で  
優勢であるが、鋸sbane南部における過去4週間の感染  
者数は、昨年（2006年）同時期のほぼ45肪である。  
Queen＄land保健局の発表によると、過去4週間に報告さ  
れた感染者数は卵例であった。  

ウイルス感染  乾燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因子  
血液凝固第  
乾燥濃縮人  Ⅷ因子   

ProMED－  

maiほ0070930．3228  

米国4州における2006－2007年のアデノウイルス血清型  

14（Ad14）に関連した急性呼吸器疾患に関する報告であ  
る。Ad14は稀にしか報告されないが、全ての年齢層の患  
者に重症で致死的な呼吸器疾患を起こす可能性がある。  
2006年5月にニューヨーク州で生後12日目の乳児がAd14  
感染により死亡し、07年3－6月にオレゴン州、ワシントン州  

およぴテキサス州で計140名の感染患者が確放された。 
これらの患者から新規のAd14変異種が分離された。  

CDC／MMWR2007； 56（45）：118ト1184  

ウイルス感染  

テクングニヤウイルス感染が大流行したレユニオン島の5  
つの新生児医療部門で同ウイルスの母子感染を調べる  
ため、後ろ向きた述的研究を実施した。母親は串産時に  
徴侯があったか又は新生児が出生初日に発病したかを  
スクリーニングし、新生児38名を登録した。無症候の2名  
を除き、全母親が周産期（分娩4日前－1日後）に症状が  
あった。全新生児が発熱（79％）、療病（10肌）などの症状を  
示し、脳脊髄液のPCR法は24名中22名で陽性であった。  
高い羅患率の周産期母子伝播の可能性が初めて示され  
た。  

芋グジグ三亨ラ  
イルス感染  PediatrhfectDisJ 2007；26：811－815  

亨グジ㌍亨弓 イルス感染  

‾‾  
テラジヲ三や葡蔽6房事成業こ天福新芽行為モマ∑苛訂  
諸島とインドから報告されているが、これまでヨーロッパ  
地域内での故による感染伝播は発生していなかった。  
2007年8月にイタリアのエミリア・ロマーニヤ州ラヴェンナ  

県衛生当局は異常に多数の発熱患者発生を検知し、臨  
床・疫学調査を行った。血清学的検査およぴPCR法でテ  
クングニヤ熟と確定された。更にヒトスジシマカからもP（）R  

法によりテクンダニヤウイルスが確認された。2007年9月4  
日までに合計197名の患者が報告されている。  

Eurosurveillance 
2007こ12（9）：  

EO70906．1  

事グジグ三亨ラ イルス感染  
イタリア北東部の隣接する2つの村で原因不明の発熱性  

疾患患者が多数報告され、ヒトおよび蚊由来の検体を分  
析した結果、テクングンヤウイルス（CHIW）が原因である  
ことが明らかとなった。2007年7月4日から9月27日の間に  

た。系統遺伝学的分析により、イタリアのCHIKV株はイン  
ド洋諸島での初期のアウトブレイクで分離された株と高い  
相同性を示した。   

bn¢et2007；、370：  
柑40－1846  
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供血者血莞検体中のサイトメガロウイルス（CMV）DNA陽  
性率を検討した。過去にCMV血清陰性で初めて抗CMV  
IgG陽性を示した供血者82名の血渠検休44％が反復的に  
CMVDNA陽性であった。1年以上血清反応陰性または血  
清反応陰性供血者はいずれもCMVDNA陰性であった。  
白血球除去の実施にもかかわらず、新規血清反応陽性  
供血者のウイルス血症は輸血伝搬性CMVの残存リスク  
の重要な原因と考えられる。  

ウイルス感染  Transfusion2007：  
47：1972－1983  

ヨーロッパでの出血熱は主にPリリmalaウイルス（PUUV）ま  

たはDobravaウイルス感染による。ドイツ南東部Lower  
Bava南でハンタウイルス感染患者31名について、酵素免  
疫測定法、免疫蛍光法、免疫プロット法による診断を行っ  
た。標準的検査による抗体のPUUV特異的タイピングがで  
きない症例が2、3あった。3名の患者の急性期血清から得  
たPUUVRNAをRT－PCRを用いて増幅したところ、同地域  
で捕獲したハタネズミから得たウイルス配列と非常に近  
縁であることが明らかとなった。  

ハンタウイルス  J Clin Microbiol 
2007：45：3008－  

3014  

カナダの共同農場で生活していた7ケ月齢の乳児から、  
A／Canada／1158／2006と名づけられたブタインフルエンザ  
Aウイルス（H3N2）が単離された。この農場のメンバー90名  
の内54名で同ウイルスに対する血清学的検査を行ったと  
ころ、54名中9名が陽性であった。また、ブタ10頸のうち1  
頸で血清陽性が明らかになった。ブタインフルエンザウイ  
ルス株は効率的にヒトからヒトへ伝染する形に適応また  
は交雑することから、インフルエンザ流行への備えの一  
環として養豚者の定期的サーベイランスを検討すべきで  
ある。   

中国におけるトリインフルエンザの状況（update5）：2007  
年12月9日、中国衛生省は同ウイルスの新規ヒト感染症  
例を報告した。Jiangsu省の52才の男性で、12月2日に同  
ウイルス感染で死亡した24才男性の父親で、現在入院中  
である。中国での確定例は27例で、うち17例が死亡して  
いる。  

二子ブラ正三ジず  EmergInfectDis  
2007；13：1865－  
1870  

WHO／CSR2007年  

12月㌢日  

蔦才シカ〔王ジ ザ  

米国の血液センター7施設において2000－2003年の期間  
に採取した5020名の供血者由来の保存血兼検体を高感  
度PCRスクリーニング法を用いて／くルポウイルスB19  
DNAについて検査した。B19DNA犠牲率は0．88†iであっ  
た。DNA陽性検体の全てがIgG陽性で、23％がIgM陽性で  
あった。IgM血清陽性率はDNA値と相関した。   

パルボウイル ス  T帽nSfusion2007；  
47：1756－1764  
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B19VIgG力価に関係したB19V中和の役割を検討するた め 
、製造血策プール1000以上について酵素免疫測定法  
による検査を実施した。血煙プールは平均33±91∪／mL  
（最小値11IU／mL）のB19VIgG力価を含有し、これらの  
11IU／mLのB19VIgGは、B19V遺伝子型1の感染性を4．6  
log、遺伝子型2の感染性を3j＝og以上を中和した。このた  
め、このようなプール由来の1肌静注用免疫グロブリン製  
剤（ⅣIG）は、さらに高いB19V中和活性を含有することが  
明らかとなった。  

‾‾  
高音石方臼葡細評菅iま：芯百だま盲死亡了詣叢話ぎ  

Transfusion2008；  
48：178－186  

クロイツフェル ト・ヤコブ病  
2007年プリオン研  

究会 Poster20  以上に渡り増加傾向を示し、2005年は人口100万対1．23  
人であった。CJDサーベイランス委員会による調査では過  
去8年間に918例がプリオン病と判定された。病型別で  
は、孤発性CJD716例、遺伝性プリオン病128例、感染性  
（獲得性）CJD72例（変異型CJDl例、硬膜移植後CJD  
71例）、および分類不能2例であった。  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

運動失調や記憶障害などを呈し、発症後14ケ月で死亡し  
た患者（39歳女性）の剖検を行ったところ、白井の広汎な  
変性と皮質および白賞におけるP貯沈着を示す非定型孤  

発性CJDであった。小脳組織由来のPrPSGを分子分析し  
た結果、VCJDでみられるPrPSc4型と似た新規のPrPSc  
であることが示された。典型的vCJDとはEDTA存在下で  
のプロテアーゼ開裂部位が異なった。この患者のPRNPコ  
ドン129はホモバリンであった。  

ArchNeuro12007；  
64：178（ト1784  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

73歳の受血看で生前に特定されたvcJDの非典型的症状  Prion2007：PO4．51  

2007年9月26－28日  
Edinburgh  

の報告である。患者は1997年12月に輸血を受けたが、供  
血後にvCJDを発症した供血者由来の赤血球製剤であっ  

た。輸血から6年後、受血者は疲労及び集中困難を訴え  
たが、神経学的検査及び脳MRIは正常であった。この6カ  
月後に神経学的症状が発現し、進行したが、血清学的検  
査は正常であった。MRIでは視床背側核全体の顕著な借  
号変化が示された。VCJDの長期潜伏期間と無症候状態  
は、重大な公衆衛生問題を提示する。  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

1987年6月から1998年9月にかけて出荷された計175／くッ  Prion2007；  
PO4．102 2007年9  

月26－28日  
チの血菜製剤中に、後にvCJDと診断された11名からの  
供血が含まれていたが、これらの製品に関係したvcJD症  
例は今までのところ全く報告されていない。これは赤血球  
輸血によると思われるvcJD感染が3例あることと対照的  

である。血費分画製剤の製造工程によるプリオン除去効  
果を調べたところ、2．7～11．5log以上の除去能があること  
が明らかとなった。   
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来の脳乳剤を用いてPrPresのin  2007年プリオン研  

究会 Poster38  
BSE感染ウシ由   

フェルトヤコ  

異型クロイツ  ブ病  
染系の確立を試みた。感染させたヒト由来グリオーマ細  
胞株から抗プリオン抗体に反応する約30KのPK耐性のバ  

ンドが検出された。この／†ンドは非感染細胞には存在しな  
かった。また、9ケ月絶代した感染細胞の培養上溝に伝達  
性があることが明らかとなった。さらに20nmのウイルス除  
去膜によって培養上溝の伝達性が減少することが認めら  
れた。  

英国NationalCJDSurveiLlanceUnjtに報告された2008年  
1月7日現在のCJD数は、VCJD診断確定死亡症例（確定  
例）114名、VCJD可能性死亡症例（神経病理学的確定診  
断がない）48名、VCJD可能性死亡症例（神経病理学的確  
定診断待ち）1名で、VCJD診断確虐または可能性例の死  
亡総数163名であった。生存中のvCJD可能性症例数は3  
名であった。英国におけるvCJD流行は減少しつつあると  
いう見解に一致する。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

ProMED－  

mai120080107．0087  

感染動物モデルにおいても、血中のPrPresは白血球を除  
きめったに検出されない。新規の酸性SDS沈殿法と高感  
度化学発光法とを組み合わせることにより、プロティナー  
ゼK耐性3F4反応性タンパクが、スクレイピー感染ハムス  
ターの血紫中からは検出されるが、疑似感染ハムスター  
では検出されないことが示された。血祭中において  
PrPresは他の血黄タン／くクと糖鎖を通じて凝集しており、  

スクレイピ「感染ハムスター血矧こおいて検出可能と  
なったことが示唆された。  

AIDS最新号において、LikataviciusらはEuroHrV  
suⅣeillancenetwo正によるヨーロッパの供血血液のHIV  
陽性率についての14年間のモニタリングデータを提示し  
た。この分析は、1990－2004年のWHO欧州地域のデータ  
が網羅されている。2000－2004年の10万供血中の平均  
HⅣ陽性率は西欧1．7、中欧3J、東欧36．7であった。1990  
年以降の変化では、西欧で低下、中欧で横ばい、東欧で  
は急激な上昇が認められた。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Microbわ＝mmuno1  

2007：51：1221－  

1231  

HIV  

2007；12（5）：  

EO70524．52007年5  
EurosulVe‖8nCe   月24日  

1999年1月～2006年12月に長崎で献血を行った初回献血  
者の年齢別、出生年別および期間別HTLV－1血清陽性率  
の傾向分析を行った。血清陽性率は年齢が高くなるにつ  
れ有意に増加した。また1987～1990年に生まれた献血者  
では1985～1986年に生まれた献血者と比較して有意に  
低かった。ウイルスキャリアの母親の授乳を避ける事を指  
導した県の対応が陽性率の低下に貢献していることが示  
された。   

AmencanSociety  
ofHematology2007  
年12月8－11日  
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リン八●性脈絡髄 膜炎  

オtストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  
が移埴後4－6過後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  
析することにより、リンハ1生脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原国であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳骨髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。  

保健当局は、ウガンダ西部において16名が死亡し、他に  
50人が羅患したエボラウイルスは、新規の株であると  
2007年11月30日に発表した。最初の症例はコンゴ民主共  
和国と国境を接するBundibugyo地区において11月10日に  
報告された。この株では出血はあまり見られず、患者は  
高熱の後、死亡する。  

NEnglJMed2008；  
358：99卜998  

エボラ出血  ProMED－  
mai120071130．3869  

亨ジグ紺‾‾‾‾●‾  ProMED－ mai120071001．3237  2007年9月30日、中国保健当局はFし頭an省Pu鮎n市で39  
例のデング熱症例が確定されたと発表した。ベトナムで  
は2007年9月24日時点で約68000人が感染し、内60名が  
死亡した。パキスタンでは2007年9月26日、Kar8Ghiで新た  
に22例のデング熱症例が報告された。ラテンアメリカとカ  
リブ海諸国ではデング熱の最悪のアウトブレイクが起こつ  
ており、2007年になってから何十万もの人々が関節痛を  
訴え、約200人が死亡した。  

芋ジグ許‾‾‾…  
YAHOO！ニュース 2007年10月14日  

台湾南部でデング熱が流行している。台南市当局による  
と2007年10月13日までに市内で511人の感染者が確認さ  
れた。隣接する高雄市でも2つの区で集団感染が発生し  
ており、感染の広がりは過去最大規模である。行政と軍  
が協力して大規模な故の撲滅作戦を展開する方針であ  
る。  

日本脳炎  2004年‖月から2005年2月にかけて、日本の西部に位置  
Epidemiol lnfect 
2007；135：974－977  する広島県の野生イノシシから血清25検体を採取した。  

日本脳炎ウイルス（JEV）に対する抗体検査を、IgMキャプ  
チャt及びIgG酵素免疫測定法（EuSA）、並びにプラーク  
減少中和試験により行った。17検体（689も）がJEV中和抗  
体陽性だった。中和抗体犠牲検体は全てIgG－［USA陽性  
だった。1検体はIgMも陽性だった。約70％の野生イノシシ  
が抗JEV抗体陽性であることが示され、この地域のJEV感  
染サイクルに関与している可能性が提示された。   
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の 男性が黄熟のため死亡  2008年1月21日、Braziliaで32歳   ウイルス感染  ProMED－  
mai‡20080218．0645  した。これは、ブラジルにおける15人目の黄熟死亡患者で ある。MatoGrossoでも1名の感染と死亡が確認された。  

パラグアイ保健当局は首都Asuncionの病院で集中治療を  
受けていた39歳の女性が2008年2月16日に死亡したと発  
表した。同国ではこれまでに、少なくとも6名が黄熟によっ  

て死亡した。多くの市民がワクチン投与を求めて病院に  
殺到している。  

造㌃蒋菜：盲未だも福大ずる苛麗薩蔀前妬こ‾自育苗‾  

蚊の室内絶代株を用いてウエストナイルウイルス増殖・媒  
介能を調べた。アカイエカ、ヒトスジシマカ、オオクロヤプ  
カでウイルス注入実験を、アカイエカ、ヒトスジシマカで吸  
血実験をしたところ、全種類の故においてウイルスの増殖  
が観察された。媒介試験では、アカイエカ注入、吸血両  
群、ヒトスジシマカ2系統の注入群、1系統の吸血群では  
供試したすべてのマウスが12日以内に死亡し、死亡した  
マウスからはWNVが検出された。  

第144匡旧本獣医  
学会学術集会2007  
年9月2－4日  

ウエストナイル ウイルス  

平成19年3月、輸血によるHBV感染が疑われるとの報告  
が干葉県赤十字血液センターにあった。因果関係の確認  
のために実施した当該輸血用血液製剤に係る保管検体  
個別NATは陰性であり、献血者追跡調査を行った。1名の  
献血者が平成19年1月にB型肝炎を発症したとの情報が  

得られ、調べたところ、献血者のH8V－DNAは患者のそれ  
と塩基配列が一致した。20プールNAT陰性、HBV保管検  
休個別NAT陰性であったが、献血者追跡調査により輸血  
用血液製剤からの日日V感染が示唆された症例であった。  

第31回日本血液事  
業学会総会 2007  
年10月3－5日  

B型肝炎  

輸血によりHBs抗体エスケープ変異株に感染し、肝炎を  
発症した40歳代女性の症例報告である。献血者、受血者  
の塩基配列の解析を行って感染が証明された。核酸増幅  
検査を含む献血者のスクリーニングを行っているにもか  
かわらず、本邦では年間10－20例のHBV感染が報告され  
ている。その原因の一つがHBs抗体エスケープミュータン  
トであるが、本症例のように献血者、受血者ともに塩基配  
列の解析を行い感染が証明された例はきわめて稀であ  
る。  

日本赤十字社血液事業本部が関わる安全対策の取り組  
みと感染症リスクについて報告する。平成16年から18年  
までの3年間に全国の医療機関から日赤血液センターに  
報告された輸血関連感染症（疑い症例を含む）の報告劇  
は749例であった。日赤の安全対策の実施によりHBV、  
HCV及びHⅣの感染リスクは減少し、安全性は高くなっ  
た。しかし、HCV及びHⅣも含め遡及調査の実施により確  
認された感染症例も少なくない。感染拡大を防止するた  
めの安全対策を引き続き講じていく必要がある。   

第37回 日本肝臓  

学会西部会 2007  
年12月7－8日、肝臓  
2007：48（S岬P13）：  

A522  

B型肝炎  

第31回日本血液事  
業学会総会 2007  
年10月3－5日シン  
ポジウム4－2  

HⅣ感染、C型  
炎、B型肝炎  肝  
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B型肝炎  第31回日本血液事  
業学会総会 2007  
年10月3－5日一般  
演題51  

2004年8月よりNATスクリーニン  
ら20に縮小した。大阪府赤十字血液センターで検出され  
たHBV－NAT陽性事例81人を基にプールサイズ縮小の効  

果等について解析を行った。プールサイズ縮小後に100コ  
ピー未満／mLのHBV－NAT陽性者の比率が高くなっている  

ことから、縮小による効果があると思われた。追跡調査、  
遡及調査及び医師の面談等による総合的な解析により  
HBV低濃度キャリアが疑われる献血者がプールサイズ縮  

小後に多く検出されていることが推察された。  

薗宮‾‾…‾‾‾●‾‾  

Vox Sanguinis 
2007：93（Suppl．2）：  

31  

日本赤十字社（JRC）が全国的ヘモビジランス体制を導入  
してから14年が経過した。報告された輸血副作用症例数  
は年間約2000例で、過去3年間はほぼ一定である。非溶  
血性輸血副作用は報告症例の約8肪を占め、輸血関連急  
性肺障害などが含まれる。輸血感染症の報告数は年々  
減少している。JRCのヘモビジランスは病院の自発報昔  
に基づいており、病院と血液センターとの協力が不可欠  
である。  

C型肝炎  American Society 
fortheStudyof  
UverDiseases  
2007年11月2－6日  

慢性HCV感染患者1930名（感染群）とHCV陰性患者1941  

名（対照群）とを比較し、リスク因子を検討した。静注薬物  
使用、1992年以前の輸血およぴ2つ以上の入れ墨は感染  
群の方が対照群より有意に高かった。入れ墨はHCV感染  
リスク要因のない患者群においてもHCV感染と強く相関し  
ていた。  

C型肝炎  
－－■■■■■■●■－－－●－－－－t一一－－－－－－■■■■■－－一一一－－－－－－－－－－－－－－－一一一－●－■■■■■l■■－－■■ 2003年4～10月にイタリアの血液透析施設で患者4名に  JMedViro12008：  

80：261－267  HCV抗体セロコンバージョンが認められた。この4名と以  
前からHCV抗体陽性であった10名のHCVRNAおよぴ  
HCV遺伝子型を検査し、系統遺伝学的解析をした結果、  
新規感染患者4名のHCVは遺伝子型2cで、2c型慢性感染  
患者1名から分紐されたウイルスと近縁であった。感染制  
御手段の不備と装置による伝播が疑われた。  

E型肝炎  
■■■－■■t一●－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－■■■■■－－－－－－－－－■■■■い■－一一■●－●■■  

日本においてHEVの不願性感染が増加しているかを調べ  Ar¢hVir012007：  

152：1623－1635  るため、199ト2006年の献血者のうちHEV感染の可能性  
のあるALT61IU／L以上の4019名から得られた血清検体  

中の抗HEV）gG、抗HEVlgM／lgAおよぴHEVRNAを調べ  
たところ、2004－2006年の献血者のHEV陽性率は1998年  
のそれと同等であった。またALT2011∪／L以上の献血者  
についても1991－1995年、1996－1999年およぴ2004－2006  
年でHEV陽性率の差は見られなかった。   
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シヤーの単一施投において2005年6月  英国サウスハン   E型肝炎  JMedVir012008；  

80：283－288  から13ケ月間にE型肝炎13例が発生した。これらの患者  
はルーチンのE型肝炎血清検査を導入開始後に特定され  
た。同一期間中A型肝炎は2例、B型肝炎は4例であったこ  
とから、原因不明の急性肝疾患を発症し、関連する渡航  
歴のない患者全員にルーチンのE型肝炎検査を実施する  
ことが重要と考えられる。  

80086に同じ  日本  添加物  ウイルス感染  ProMED－  
mai】20070930．3228  

80086に同じ  ウイルス感染  
CDC／MMWR2007； 56（45）：1181－1184  

80086に同じ  

チクングニヤウ イルス感染  
PediatrZnfect DisJ  

2007：26：811－815  

80086に同じ  

テクングニヤウ イルス感染  
Eurosurveillance 

2007；12（9）：  

EO70906．1  

80086に同じ  

テラジグ三亭弓 イルス感染  
Lancet2007：370：  

1840－1846  

80086に同じ  ウイルス感染  Transfusion2007；  
47：1972－1983  

80086に同じ  ハンタウイルス  
2007：45：3008－  
JClin Microbio】  3014  

80086に同じ   インフルエンザ  
2007：13：1865－  EmergInfectDis  1870  
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80086に同じ  Eurosun／e‖ance  

2007；12く5）：  

EO70524．52007年5  

月24日  

American Society  
ofHematology2007  
年12月8－11日  

80086に同じ  

80086に同じ  砺フて葡脈甫嶺 
‾ 膜炎  

NEng】JMed2008：  

358：99卜998  

80086に同じ  エボラ出血  ProMED－  
mai120071130．3869  

80086に同じ  
‾‾‾－‾‾  

芋ジグ討  ProMED－  
mai120071001．3237  

80086に同じ  デング熱  YAHOO！ニュース  
2007年10月14日  

80086に同じ  
日本脳炎  

Epidemiol Infect 
2007：135：974－977  

80086に同じ  ウイルス感染  ProMED－  
mai120080218．0645  

80086に同じ  第144回日本獣医  

学会学術集会2007 年9月2－4日  

ウエストナイル ウイルス  

80086に同じ   第31回日本血液事  
業学会総会 2007  
年10月3－5日  

B型肝炎  
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B型肝炎  第37回 日本肝臓  
学会西部会 2007  
年12月7⊥8日、肝臓  
2007；48（Supp13）：  

A522  

第31回日本血液事  
業学会総会 2007  
年10月3－5日シン  
ポジウム4－2  

80086に同じ  

HlV感染、C型 肝炎、B型肝炎  80086に同じ  

B型肝炎  

第31回日本血液事 業学会総会 2007 年10月3－5日一般 演埴51  

薗落…‾‾‾‾‾‾‾‾  

2007；93（Suppl．2）：  VoxSanguInis  31  
C型肝炎  

－■－－■■■－－－■一－－－－－－－－－－－■●■－－－－－－－－■－■■－－－－－－一一一－－－■■■－●■●■■■■■■■■－■●l■●■一■  

80086に同じ  Ame血anSoGie吋  

fortheStudyof  
Uver Diseases 
2007年11月2－6日  

JMedViro12008；  
80：26ト267  

C型肝炎  
■●■■■－●■■■■■●■■■■■－一一■－－－－－－－－－－－－－－－－－－－■■－－－－＝－－－－－■■■■■－－■■■■●一一一  

80086に同じ  

E型肝炎  
■●－■■－■■■■■■■■■■■■■■－－－－－－－－－－－■－－－－－－－－－－－－■－－－－一－－－－■－■■■■■■■■一■■■■■  

80086に同じ  ArchVir012007：  
152：1623－1635  

E型肝炎  
■■■一■一■■■－■■●■■●●■■■▲■－－－－－－－－一一－－－－－－－－－●－■→■－－－－－－■■■■■－■■■■■－■■■■■■  

80086に同じ  JMedViro12008；  
80：283－288  

亨才フC天啓落‾  ■■■■●一■－●■■■●■一●●■－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－一－－－－－－－－■－－■－■■l■■■－－■■一   

80086に同じ  ProMED－  

mai120070930．3228  

ウイルス感染  
■■■－■－■－■●●●■－－－－－－－－－－－一一一t－一一－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－■－■■■●－－ 80086に同じ   CDC／MMWR2007：  

56（45）：118卜1184  
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リンハ○性脈絡髄 膜炎  
80086に同じ  NEnglJMed2008；  

358：99卜998   

80086に同じ  エボラ出血  ProMED－  
mai120071130．3869  

8008引こ同じ  デング熱  ProMED－  
mait20071001．3237  

80086に同じ  デング熱  YAHOO！ニュース  
2007年10月14日  

80086に同じ  日本脳炎  Epidemiol lnfect 
2007：135：974－977  

80086に同じ  
‾  

亨才苅二天啓落  ProMED－  
mai120080218．0645  

80086に同じ  第31匡l日本血液事  
業学会総会 2007  
年10月3－5日  

B型肝炎  

80086に同じ  
第37回 日本肝臓  

学会西部会 2007  
年12月7－8日、肝臓  
2007：48（Supp13）：  

A522   

第31回日本血硬事  
業学会総会 2007  
年10月3－5日シン  
ポジウム4－2  

B聖肝炎  

80086に同じ   
‾  

石蕗感賞ニ石蟹  
肝炎、B型肝炎  
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異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

Prion2007；  
PO4．102 2007年9  
月26－28日  

2007年プリオン研  

究会 Poster38  

80086に同じ  

8008引こ同じ  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

8008引こ同じ  ProMED－  

mai120080107．0087  

80086に同じ  Microbio】Immuno】  
2007：51：1221－  

1231  

HⅣ  

80086に同じ  Eurosun／ei‖ance  

2007；12（5）：  

EO70524．52007年5  

月24日  

Ame血anSoGiety  

OfHemat0logy2007  
年12月8－11日  

■■■－■■■■■■●●■－▲■－■■－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－■一■－■■－■■■■●■■－●■－■■■● 8008引こ同じ  

弔；稽脈甫嶺 
‾ 膜炎  

■■●■－■■■■■－■■一■■■■－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－■－－－－－－－－●■－■■■■●■■■■－■■■  

80086に同じ  NEngIJMed2008：  
358：991－998  

エボラ出血  ProMED－  
mai120071130．3869  

デング熱  
●■■■■■t■■■‖■－■■■一■－■－－－－－－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－■－－●■■－■■■  

80086に同じ  ProMED－  

mai120071001．3237  

デング熟  
■■■■■■■一●－■■■■一一●■●■－－－－－一一－－一一■■■t■一－－－－－－－■■■■■－－－－－－－－一一■●■■●一■－■t■   

80086に同じ  YAHOO！ニュース  

2007年10月14日  

日本脳炎  
－■■■■l■■●●■■－－－－－－－－■■■■－－－－－－－－一一－－－－－一－－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－－一■●－－■■■ 80086に同じ   EpidemiolInfe（〉t  

2007：135：974－977  
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ウイルス感染  8008引こ同じ  ProMED－  

mai】20080218．0645  

B型肝炎  80086に同じ  
‾  

軒i面す慕石窟事  
業学会総会 2007  
年10月3－5日  

B型肝炎  
第37回 日本肝臓  

学会西部会 2007  

年12月7－8日、肝施  
2007：48（Supp13）：  

A522  ‾  
軒i面盲青石藻草  
美学会総会 2007  

年10月3－5日シン  
ポジウム4－2   

‾  
軒i面白青石議事  

美学会総会 2007  
年10月3－5日一般  

演題51   

Vox Sanguinis 
2007：93（Suppl．2）：  

31  

80086に同じ  

HⅣ感染、C型  
炎、B型肝炎  肝  

80086に同じ  

B型肝炎  80086に同じ  

感染  80086に同じ  

C型肝炎  80086に同じ  American Society 
fortheStudyof  
UverDiseases  
2007年11月2－6日  

JMedViro12008；  
80：261－267  

C型肝炎  80086に同じ  

E型肝炎  80086に同じ  ArchViro12007；  

152：1623－1635  

E型肝炎  80086に同じ   JMedViro12008：  

80：283－288  
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2006年5月にインドネシアのスマトラ北部でおよぴ2005年  
12月にトルコ東部の家族で観察されたトリインフルエンザ  

H5Mの集団が、ヒトヒ卜伝挿によるか否かを統計的方法  
を用いて調べた。スマトラの例ではヒトヒ卜伝播の統計学  
的エビデンスが見られ、概算された2次感染率は29％、局  
所的増殖数の下限値は1．14であった。トルコの例ではヒト  

ーヒ卜伝播のエビデンスは得られなかった。  

ヒト絨毛性性腺刺激ホルモン  鳥インフルエン ザ  
2007：13：1348－  EmergJnfectDis  1353  

H5Nlトリインフル工ンザウイルスは妊婦の胎盤を通過し  

て胎児に感染することができると研究者が報告した。ウイ  
ルスは肺だけでなく胃腸管、脳および血液細胞にまで達  
することも証明された。また、ウイルスは免疫系の一部を  
過剰刺激し「サイトカインストーム」を起こすだけでなく、マ  
クロファージに障書を与えるなど免疫系の他の部分を抑  
制することが示唆された。  

蔦キジヲJ芯  
ザ  劇e止Net2007年9  

Reuters Foundation  月27日  

薗碧…‾…‾‾‾‾  
‾  

す着直童薗学萎儲  
誌2QO7；48（Supp1  

1）：83 第51回日  

本医真菌学会総会  
2007年11月9－10  

日  

ConidioboLuscoronatusによるEntomophthoromycosisの  
中国での初めての症例報告である。36虎男性で、10ケ月  
前より井閉が生じ、7ケ月前より▲背部が発赤・腫脹し、診  

察時、1全体より頬部、上口唇にかけて高度の腫脹と変  
形を認めた。病理検査で慢性好酸性肉芽腫病変がみら  
れ、巾NAの塩基配列分析の結果Conidiob0luscoron血s  
と一致した。l廿aGOnaZOle12ケ月間投与により完全に治癒  
した。  

盲才ジ茄 ザ  
2008年1月10日、中国保健局は、最近、江蘇省で発生し  

た52歳男性の鳥インフルエンザ感染は、患者であった息  
子との濃厚な接触により感染したものであり、ウイルスの  
変異は認められていないと確定した。しかし、息子と父親  
はいずれも死亡した家禽との接触がないため、息子の感  
染源は明らかになっていない。息子は11月24日に発症  

し、12月2日に死亡し、父親は12月3日に発症したが回復 した。   

ProMED－  

mai120080110．0134  

60／260ページ  



は、2007年8月から始まった  Cbc2008年1月8日   エボラ出血  
ダ西部に位置するBundibugyo地区におけるエボラ出血熱  
のアウトブレイクを報告した。2008年1月3日までに148人  
が罷患し、37人が死亡した。患者検体の遺伝子解析によ  
り、既知の4つのエボラウイルス株と異なる、新たなウイル  
ス株である可能性が示唆された。確定には更なる研究が  
必要である。  

運動失調や記憶障害などを呈し、発症後14ケ月で死亡し  

た患者（39歳女性）の剖検を行ったところ、白賞の広汎な  
変性と皮質および白巽lこおけるPrP沈着を示す非定型孤  

発性CJDであった。小脳組織由来のPrPScを分子分析し  
た結果、VCJDでみられるPrPSc4聖と似た新規のPrPSc  
であることが示された。典型的vCJDとはEDTA存在下で  
のプロテアーゼ開裂部位が異なった。この患者のPRNPコ  
ドン129はホモバリンであった。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Arch NeuroI2007；  

64：1780－1784  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド、  

アメリカ  

ウシの乳由  
来成分  

抗HCV抗体陰性で、肝組織中のHCVRNA検出により潜  
在性HCV感染と診断された110例の患者由来の血清中の  
GOR抗休反応性を調べた。抗GORIgG陽性患者は22例  
（20％）で、慢性C型肝炎患者での陽性率（70／110、63．鍋）に  

比べ有意に低かった。HCVに無関係の肝疾患患者120例  
では抗GORtgGは全く検出されなかった。市販の検査で  
HCV特異抗体を検出できず、血清中HCVRNAが検出で  
きない患者で抗GORIgG検査を行う事は、肝生検なしで  
潜在性HCV感染を同定する手助けとなりうる。   

Clin V∂CCine  

Immunol published 

online doi：10．‖28  

C型肝炎  
日本  添加物  

人血清アル  
ブミン  注射用乾燥セルモロイキン（遺伝子組換 え）  
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819ウイルスの不活性化機構を調べた。熟または低PHに  
よるB19Vの不活性化はカブシド分解によるものではなく、  
感染性ビリオンがDNA枯渇カブシドヘ変換することによっ  

て起こった。DNA枯渇カブシドは感染性はないが、梯的細  
胞に接着することは可能であった。Pan／○∨摘daeの他のウ  
イルスとの比較試験の♯果、被殻状態でのB19VDNAの  
著しい不安定性が明らかとなった。B19Vが不活化処理に  
抵抗性が低いのはこのためと考えられる。  

Transfusion2007：  

47：17（；5－1774  

C型肝炎  
抗HCV抗体陰性で、肝組織中のHCVRNA検出により潜  

在性HCV感染と診断された110例の患者由来の血清中の  

GOR抗体反応性を調べた。抗GORIgG陽性患者は22例  
（20％）で、慢性C型肝炎患者での陽性卒（70／110、63．6％）に  
比べ有意に低かった。HCVに無関係の肝疾患患者120例  
では抗GORIgGは全く検出されなかった。市販の検査で  
HCV特異抗体を検出できず、血清中HCVRNAが検出で  
きない患者で抗GORlgG検査を行う事は、肝生検なしで  
潜在性HCV感染を同定する手助けとなりうる。  

Clin Vaccine 
trnmunQIpubLished  
on】inedoi：10．1128  

パルボウイル ス  訂毎号才フ仁支お不語落花磯新前六方二蘭書芳子詑声打だ  
よる819Vの不活性化はカブシド分解によるものではなく、  
感染性ビリオンがDNA枯渇カブシドへ変換することによっ  
て起こった。DNA枯渇カブシドは感染性はないが、標的細  
胞に接着することは可能であった。Parvoviパdaeの他のウ  
イルスとの比較試験の絵美、被殻状態でのB19VDNAの  
著しい不安定性が明らかとなった。B柑∨が不活化処理に  
抵抗性が低いのはこのためと考えられる。  

Transfusion2007；  
47：1765－1774  

て汚フ子種蘭稲葡‾  
膜炎  

オーストラリアで一人のドナーから臓器移植を受けた3例  

が移植後4－6週後に死亡した。他のいかなる方法でも原  
因不明であったが、2例のレシピエントの移植肝および腎  
から得られたRNAを偏りのない迅速シークエンシングで解  

析することにより、リン＼○性脈絡髄膜炎に関係する新規の  
アレナウイルスが原因であることが明らかとなった。レシ  
ピエントの腎、肝、血液および脳脊髄液からこのウイルス  
が検出され、また免疫組織学的および血清学的に確認さ  
れた。この方法は病原体発見の強力な手段である。   

10．1056／NEJMoaO7  
NEngりMed20D8； 358  3785  
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80093に同じ  リンハ○性脈絡髄  
膜炎  

10．1056／NEJMoaO7  N EnglJMed2008： 358  3785  
運動失調や妃憶障害などを呈し、発症後14ケ月で死亡し  

た患者（39歳女性）の剖検を行ったところ、白質の広汎な  
変性と皮質および白質におけるPrP沈着を示す非定型孤  

発性CJDであった。小脳組織由来のPrPScを分子分析し  
た結果、VCJDでみられるPrPSc4型と似た新規のPrPSc  
であることが示された。典型的vCJDとはEDTA存在下で  
のプロテアーゼ開裂部位が異なった。この患者のPRNPコ  
ドン129はホモバリンであった。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

添加物  
ズ正恵デブr  

ブミン  

〔井元藩‾‾‾‾‾‾  
アメリカ   Arch Neuro12007；  

64：1780－1784  

末梢血幹細胞移植後に肺炎で死亡した患者由来の検体  

から未知のウイルスが分離された。無作為PCRに基づい  
たスクリーニング法により、この感染物質はトリパラミクソ  
ウイルス1（APMV－1）と同定された。肺組織中の脱落肺胞  
細胞にAPMV－1抗原が存在することが免疫組織化学的分  

析により確認された。遺伝子配列から病原性ハトAPMV－1  
株と最も近縁であることが示された。APMV－1感染による  
ヒト致死症例の初めての報告である。   

ウイルス感染  JViro12007；81  
12709－12714  
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日本メジ フイジック ス  テクネチウム（99mTc）注射液  放射性医薬品基準人血清アルブミン五 酢酸  
人血清アル  
ブミンジエチ  
レントリアミ  
ン五酢酸テ  
クネチウム  
（99mTc）  

生物学的製  
剤基準人血  
清アルブミン   

ヲり芽ジ富自声高識藍藩学萬聴蕗だ蘭手首言芯古語王び  
invivoでのエビデンスの総論である。今までの研究から  
PrPcが中枢神経系の多数の非プリオン疾患において疾  

病修正因子として重要な役割を果たすことが示唆されて  
いる。また、神経発達および神経保護や免疫調整におけ  
る役割に関する研究が集積しつつある。これらの研究は  
PrPcの生物学的役割の理解に貢献し、新しい薬理学的  
介入の発展をもたらすかもしれない。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

日本ピー  
オーストラリ  

ア、ニュー ジtランド  
Acta Neurol Scand 

2007：116ニ75－82  乾燥BCG膜胱内用（日本株）  

TSEの病因におけるspiroplasmaの役割について調べた。  
Spiroplasmam血mをシカに頭蓋内接種したところ、1．5－  
5．5ケ月後にTSEの臨床症状を発現し、用量依存的に海綿  
状脳症を呈した。反翁動物への頭蓋内接種後のTSE感染  
脳から鶏卵胚培養でspiroplasmaが分離された。これらの  
spiroplasmaをヒツジとヤギに頸蓋内接種したところ自然  
発生TSEに酷似の海綿状脳症が誘発されることが確認さ  
れた。  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  
2007：56：1235－  JMed Microbio1  1242  

米国、カナ  

ダ、フラン  
ス、ドイツ、  
ベルギー、  
オランダ及  
びオーストリ  
ア  
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